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  京都府における持続性の高い農業生産方式の導入に関する指針  

 

 第１ 導入すべき持続性の高い農業生産方式の内容  

 

  １ 水稲                                                                  

 府内全域で、ほぼ同様な技術で取組むことが可能であるが、病害虫の多発地域や常
発地では入念なほ場観察と病害虫発生予察情報に基づいた的確な防除時期を設定し
て、生育の初期段階における病害虫防除の徹底等により、農薬使用回数を低減する。  

 ほ場の土づくりは、家畜ふん尿たい肥や稲わらたい肥等の有機質資材を活用して実
施するが、たい肥中の肥料成分を勘案し、窒素過剰とならないように、化学肥料等の
施用量を節減するとともに有機質肥料（たい肥その他の特殊肥料を含む。）、被覆肥
料等の肥効調節型肥料の施用や側条施肥等の局所施肥技術を組み合わせた施肥効率の
向上と収量の維持を図ることが必要である。ただし、たい肥の窒素発現は緩やかであ
り、かつ、気温の影響を受けやすいため、ほ場ごとの窒素発現特性を把握して施肥設
計を立て、有機物を用いた追肥の場合も緩効的な肥効発現を考慮して施用時期を設定
する必要がある。 

 さらに、雑草対策としては、機械除草を基本として、除草剤使用回数を低減するこ
ととするが、地域によっては、アイガモ等の除草用動物の活用や紙、有機物等による
マルチを活用した特色ある稲作を行うこととする。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

 

 

 

 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切な  

施用 

◆土壌診断に基づくマメ科等の緑肥作物のすき込み  

◆河川敷、道路沿い等の雑草を刈り取り、たい肥化して施用  

◆稲わらの春すき込みから秋すき込みへの変更  

◆稲わらすき込み時の石灰窒素等の活用  

◆秋期の米ぬか施用（ただし、冬期湛水を２カ月以上実施  

する場合に限る。米ぬか 80～100kg/10a を目安とする。） 

1～2 t/10a 

 

 

 

 

 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆側条施肥等の局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料の施用  

p.75 を参照

のこと        

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照

のこと 

 

 

 

 

 

◆温湯種子消毒技術 

 

◆機械除草技術 

◆除草用動物利用技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆マルチ栽培技術 

 種子伝染性病害､ｲﾈｼﾝｶﾞﾚｾﾝﾁ

ｭｳ 

 雑草､斑点米ｶﾒﾑｼ類 

 雑草 

稲こうじ病等 

種子伝染性病害 

雑草 

その他の 

留意事項 

 

 

◆家畜ふんたい肥等を施用したほ場では、植え付け時に濁水（肥料成分を

含む。）を排出しない管理を心がける。  

◆緑肥作物のすき込みをした場合には、還元障害を回避するよう管理する。 

   



 - 2 - 

２-ａ 大豆（白大豆）                                                      

  作付け予定ほ場には、家畜ふん尿たい肥等有機物資材を計画的に投入し、土壌の保

水性、透水性を高め、併せて緩効的な肥効を確保する。  

  施肥については、たい肥等に含まれる窒素成分を勘案するとともに、有機質肥料（た

い肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。また、

化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、側条施肥や中耕時に条施肥等

の局所施肥を実施したり、被覆肥料等の肥効調節型肥料を活用する。  

  カメムシ類、サヤムシ類等には、病害虫発生予察情報に基づいて防除時期を失する

ことなく、効果的に薬剤散布を行って化学農薬使用回数を低減する。  

  また、ハスモンヨトウ対策として生物農薬を利用したり、栽培面積が広い場合には  

フェロモン剤を利用した大量誘殺法を活用する。  

  雑草対策としては、マルチ活用、機械除草により除草剤使用回数を減らす。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切な

施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

◆稲わらの他、河川敷、道路沿い等の雑草を刈り取り、  

たい肥化して施用  

1～2 t/10a 

 

 

約 4 t/10a 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆側条施肥等の局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料の施用  

p.75 を参照の

こと 

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照の

こと 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆フェロモン剤利用技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 ﾊﾀﾞﾆ類等 

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 

 ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 

 雑草 

その他の 

留意事項 

◆かん排水の徹底により根を健全に保ち、肥料利用率を高める。  
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  ２-ｂ 大豆（黒大豆）                                                      

  作付け予定ほ場には、家畜ふん尿たい肥等有機物資材を計画的に投入し、土壌の保

水性、透水性を高め、併せて緩効的な肥効を確保する。  

  施肥については、たい肥等に含まれる窒素成分を勘案するとともに、有機質肥料（た

い肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。また、

化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、側条施肥や中耕時に条施肥等

の局所施肥を実施したり、被覆肥料等の肥効調節型肥料を活用する。  

  ウイルス病については、ウイルスフリー種子を用いるか、黒大豆ウイルス対象のワ

クチンを利用する。カメムシ類、サヤムシ類等には、病害虫発生予察情報に基づいて

防除時期を失することなく、効果的に薬剤散布を行って化学農薬使用回数を低減する。 

  また、ハスモンヨトウ対策として生物農薬を利用したり、栽培面積が広い場合には

フェロモン剤を利用した大量誘殺法を活用する。  

  移植栽培においては、育苗床を防虫ネットで被覆し、アブラムシ類等の飛来を防ぐ。 

  雑草対策としては、マルチ活用、機械除草により除草剤使用回数を減らす。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切な

施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

◆稲わらの他、河川敷、道路沿い等の雑草を刈り取り、  

たい肥化して施用 

1～2 t/10a 

 

 

約 4 t/10a 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆側条施肥等の局所施肥等 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料の施用  

p.75 を参照の

こと 

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照の

こと 

 

 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆被覆栽培技術   

◆フェロモン剤利用技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 ﾊﾀﾞﾆ類等 

ﾓｻﾞｲｸ病､ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類等 

 ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 

 雑草 

その他の 

留意事項 

◆かん排水の徹底により根を健全に保ち、肥料利用率を高める。  
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 ３ 小豆                                                                   

 作付け予定ほ場には、家畜ふん尿たい肥等有機物資材を計画的に投入し、土壌の保

水性、透水性を高め、併せて緩効的な肥効を確保する。  

 施肥については、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、側条施肥や中耕時に条施

肥等の局所施肥を実施したり、被覆肥料等の肥効調節型肥料を活用する。  

 病害虫防除は、病害虫発生予察情報に基づいて防除時期を失することなく、効果的

に薬剤散布を行って化学農薬使用回数の低減する。  

 アブラムシ類対策として、播種時からシルバーテープを活用すると、ウイルス病発

生を抑制できる。また、ウイルス病対策として抵抗性品種を利用する。また、ハスモ

ンヨトウ対策として生物農薬を利用したり、栽培面積が広い場合にはフェロモン剤を

利用した大量誘殺法を活用する。 

 雑草対策としては、マルチ活用、機械除草により除草剤使用回数を減らす。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切

な施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

◆稲わらの他、河川敷、道路沿い等の雑草を刈り取り、  

 たい肥化して施用 

1～2 t/10a 

 

 

約 4 t/10a 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆側条施肥等の局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照の

こと 

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照の

こと 

 

 

 

 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆抵抗性品種栽培・台木利用

技術 

◆光利用技術 

◆フェロモン剤利用技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 さび病､褐斑細菌病等 

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ､ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 

 ﾓｻﾞｲｸ病 

 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

 ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 

 雑草 

その他の 

留意事項 

◆かん排水の徹底により根を健全に保ち、肥料利用率を高める。  
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 ４ ナス                                                                   

 作付け予定ほ場は、３月中旬までに、たい肥等有機質資材を投入し、排水性、保水
性を高める。 

 施肥については、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料
（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま
た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、穴肥等の局所施肥を実施
したり、被覆肥料等の肥効調節型肥料を活用する。  

 病害虫防除については、青枯病等土壌病害対策として、トルバムビガー等抵抗性台
木の接ぎ木苗を利用する。 

 アブラムシ類、アザミウマ類の発生拡大や雑草を抑えるため、シルバーマルチ等を
被覆することにより化学農薬使用回数を低減する。タバコガ類等による果実被害軽減
のため、黄色蛍光灯を活用する。 

 雑草対策としては、マルチ活用、機械除草により除草剤使用回数を減らす。  

 ハウス栽培では、害虫（ハモグリバエ類、コナジラミ類等）侵入防止対策として、
出入り口・換気口等を完全に防虫ネットで被覆（0.4mm 目合い）する。また、開口部
の外側に、黄色粘着ロールを設置する。内部では非散布型の黄色テープ剤を活用し、
農薬使用回数を低減する。 

 コナジラミ類・ハモグリバエ類等の対策として、天敵昆虫を利用する場合は、粘着
トラップを設置して、害虫の発生消長の把握に努め、害虫の発生確認後は直ちに天敵
を導入する。また、露地栽培においては、ソルゴー障壁が天敵の密度の維持、増殖に
有効であるので、積極的に活用する。  

 ハウス栽培で青枯病等の土壌病害の発生が問題となる場合は、熱水等の土壌消毒を
行い、病原菌の死滅に努める。 

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切

な施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

3～5 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆穴肥等の局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料の施用  

p.75 を参照のこ

と 

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照のこ

と 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技

術 

◆生物農薬利用技術 

 

◆抵抗性品種栽培・台木利

用技術 

◆熱利用土壌消毒技術 

◆土壌還元消毒技術 

◆光利用技術 

 

◆被覆栽培技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ､ｺﾅｼﾞﾗﾐ類､ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞ 

ｴ類､ｱｻﾞﾐｳﾏ類、うどんこ病等 

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ､ｺﾅｼﾞﾗﾐ類､ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞ 

ｴ類､ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ｱｻﾞﾐｳﾏ類等 

 土壌伝染性病害 

  

 土壌伝染性病害 

 土壌伝染性病害 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ｱｻﾞﾐｳﾏ類､ ﾀﾊﾞｺｶﾞ

類等 

 ｺﾅｼﾞﾗﾐ類､ﾀﾊﾞｺｶﾞ類等 

 雑草 

その他の 

留意事項 

◆土壌還元消毒技術については p.75、76 を参照のこと。 
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５ トマト                                                                 

  作付け予定ほ場には、定植の１０～２１日前までにたい肥等有機質資材を投入する。
特に、ハウス内では地力の消耗が激しいので、粗大有機物の施用に努める。  

  施肥については、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料
（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま
た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、穴肥や置き肥等の局所施
肥を実施したり、被覆肥料等の肥効調節型肥料を活用する。  

  病害虫防除については、雑草防除を兼ねてマルチを被覆することにより化学農薬使
用回数を低減する。また、ハウス栽培では、コナジラミ類等の飛来を抑制するため被
覆資材に近紫外線カットフィルムを活用したり、ハウスの出入り口・換気口等を完全
に防虫ネットで被覆（0.4mm 目合い）する。 

  さらに、ハモグリバエ類、コナジラミ類に対してはハウス開口部の外側に、黄色粘
着ロールを設置し、内部への害虫侵入量を減らす。また、内部では非散布型の黄色テ
ープ剤を活用し、化学農薬使用回数を低減する。タバコガ類等による果実被害軽減の
ため、黄色蛍光灯を活用する。 

 コナジラミ類・ハモグリバエ類等の対策として、天敵昆虫を利用する場合は、粘着
トラップの設置等により、害虫の発生消長の把握に努め、害虫の発生確認後は直ちに
天敵を導入する。 

  萎ちょう病等土壌病害対策として、抵抗性台木・品種を利用する。また、灰色かび
病には、発生初期に生物農薬を散布して化学農薬使用回数を低減する。  

  萎ちょう病等の土壌病害に対しては、熱水土壌消毒等を行い、病原菌の死滅を図る。 

   また、褐色根腐病、ネコブセンチュウ等に対しては、土壌還元消毒を実施する。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切な

施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

2～3 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆穴肥や置き肥等の局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照の

こと 

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照の

こと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆天然物質由来農薬利用

技術 

◆生物農薬利用技術 

 

◆抵抗性品種栽培・台木利

用技術 

◆熱利用土壌消毒技術 

◆土壌還元消毒技術 

◆光利用技術 

 

◆被覆栽培技術 

◆マルチ栽培技術 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ｺﾅｼﾞﾗﾐ類､ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

類､灰色かび病等 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ｺﾅｼﾞﾗﾐ類､ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

類､灰色かび病等 

 土壌伝染性病害､ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 

 

 土壌伝染性病害､ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ等 

 土壌伝染性病害､ｾﾝﾁｭｳ類 

 ｱｻﾞﾐｳﾏ類､ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類､ｺﾅｼﾞﾗ ﾐ

類､ﾀﾊﾞｺｶﾞ類等 

ｺﾅｼﾞﾗﾐ類､ﾀﾊﾞｺｶﾞ類等 

 雑草 

その他の 

留意事項 

◆土壌還元消毒技術については p.75、76 を参照のこと。 

 



 - 7 - 

 ６ キュウリ                                                             

  作付け予定ほ場には、定植の１０～２１日前までにたい肥等有機質資材を投入する。

特に、ハウス内では、地力の消耗が激しいので、粗大有機物の施用に努める。  

  施肥については、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに有機質肥料（た

い肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。また、

化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、穴肥や置き肥等の局所施肥を

実施したり、被覆肥料等の肥効調節型肥料を活用する。  

  アブラムシ類防除については、雑草防除を兼ねてシルバーマルチまたはシルバース

トライプマルチで被覆して、化学農薬使用回数を低減する。また、ハウス栽培では、

コナジラミ類等の飛来を抑制するために、被覆資材に近紫外線カットフィルムを活用

したり、ハウスの出入り口・換気口等を完全に防虫ネットで被覆（0.4mm 目合い）す

る。内部では非散布型の黄色テープ剤を活用し、化学農薬使用回数を低減する。  

  アブラムシ類・コナジラミ類・ハダニ類の対策として、天敵昆虫を利用する場合は、

粘着トラップの設置等により害虫の発生消長の把握に努め、害虫の発生確認後は直ち

に天敵を導入する。 

  露地夏秋及び抑制キュウリでは、ウイルスによる急性萎ちょう症対策としてワクチ

ン接種苗を活用する。 

  つる割病や褐斑病対策として、抵抗性台木・品種を利用する。  

  また、ハウス栽培では、夏季の高温を利用した太陽熱土壌消毒を実施する。  

                                                             

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切な

施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

2～4 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆穴肥や置き肥等の局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照の

こと 

   

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照の

こと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆天然物質由来農薬利用技

術 

◆生物農薬利用技術 

◆抵抗性品種栽培・台木利用

技術 

◆熱利用土壌消毒技術 

◆土壌還元消毒技術 

◆光利用技術 

 

◆被覆栽培技術 

◆マルチ栽培技術 

 うどんこ病､斑点細菌病等 

 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ｺﾅｼﾞﾗﾐ類､ﾊﾀﾞﾆ類  

 つる割病､褐斑病等 

 

 つる割病 

 ﾎﾓﾌﾟｼｽ根腐病､ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ｱｻﾞﾐｳﾏ類､ﾊﾓｸﾞﾘ

ﾊﾞ ｴ類､ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 

 ｱｻﾞﾐｳﾏ類､ﾀﾊﾞｺｶﾞ類等 

 雑草 

その他の 

留意事項 

◆土壌還元消毒技術については p.75、76 を参照のこと。 
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 ７ ダイコン（聖護院ダイコン）                                            

  作付け予定ほ場には、作付けの１０～２１日前までにたい肥等有機質資材を投入す

る。 

  施肥については、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、条施肥等の局所施肥を実

施したり、被覆肥料等の肥効調節型肥料を活用する。  

  病害虫防除については、雑草防除を兼ねたシルバーマルチ等の被覆や播種後直ちに

寒冷紗等の防虫ネットを被覆することにより化学農薬使用回数を低減する。  

  栽培面積が広い場合は、コナガや鱗翅目害虫の発生初期にフェロモン剤を利用した

防除を行う。また、コナガ、アオムシ等には、発生初期に生物農薬を散布し、化学農

薬使用回数を低減する。 

  夏播き栽培で萎黄病の発生が問題となる場合は、抵抗性品種を利用したり、太陽熱

土壌消毒により病原菌の死滅を図る。  

  センチュウ対策には、ダイコン作付け前に対抗作物として、マリーゴ－ルドやギニア

グラスを栽培する。 

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切な

施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

1～2 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆条施肥等の局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照のこ

と 

   

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照のこ

と 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆対抗植物利用技術 

◆抵抗性品種栽培・台木利用

技術 

◆熱利用土壌消毒技術 

◆土壌還元消毒技術 

◆光利用技術 

◆被覆栽培技術 

◆フェロモン剤利用技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 ｺﾅｶﾞ､ｱｵﾑｼ等 

ｺﾅｶﾞ､ｱｵﾑｼ等 

 ｾﾝﾁｭｳ類 

 萎黄病 

  

 萎黄病 

 ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ｺﾅｶﾞ 

 ｺﾅｶﾞ､ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ等 

 雑草 

その他の 

留意事項 

 

 

◆たい肥施用や緑肥作付けを行った場合は、岐根の発生を避けるため、  

すき込み後の追熟、腐熟を促す｡ 

◆土壌還元消毒技術については p.75、76 を参照のこと。 
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 ８ キャベツ                                                                

  作付け予定ほ場には、定植の１０～２１日前までにたい肥等有機質資材を施用する。 

  施肥については、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、条施肥等の局所施肥を実

施したり、被覆肥料等の肥効調節型肥料を活用する。  

  アブラムシ類防除については、雑草防除を兼ねてシルバーマルチ等を被覆する。ま

た、育苗床では防虫ネットでトンネル被覆して、アブラムシ、コナガ等の飛来を防ぐ。 

  また、コナガ、オオタバコガには微生物天敵を適期に散布し、栽培面積が広い場合

はフェロモン剤を利用して、化学農薬使用回数を低減する。  

  萎黄病や根こぶ病の発生が問題となる場合は、抵抗性品種を利用する。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切

な施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

1～2 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆条施肥等の局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照のこ

と 

  

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照のこ

と 

 

 

 

 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆抵抗性品種栽培・台木利用

技術 

◆光利用技術 

◆被覆栽培技術 

◆フェロモン剤利用技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 黒腐病､ｺﾅｶﾞ等 

 ｺﾅｶﾞ､ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 

 萎黄病､根こぶ病 

 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ｺﾅｶﾞ等 

 ｺﾅｶﾞ､ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ等 

 雑草 

その他の 

留意事項 
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 ９ ハクサイ                                                               

  作付け予定ほ場には、定植の１０～２１日前までにたい肥等有機質資材を施用する。 

  施肥に際しては、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、条施肥等の局所施肥を実

施したり、被覆肥料等の肥効調節型肥料を活用する。  

  アブラムシ類防除については、雑草防除を兼ねてシルバーマルチ等で被覆する。   

  育苗床では、防虫ネットでトンネル被覆して、アブラムシ類、コナガ等を防除する。 

本ぽでのコナガ等の対策としては、生物農薬により防除を行う。また、栽培規模が広

い場合はフェロモン剤利用を図る。  

  さらに、軟腐病には拮抗微生物として非病原性細菌を散布し、化学農薬使用回数を

低減する。 

  根こぶ病の発生が問題となる場合は、抵抗性品種を利用する。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切な

施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

1～2 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減 

 

◆条施肥等の局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照のこ

と 

  

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照のこ

と 

 

 

 

 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆抵抗性品種栽培・台木利用 

技術 

◆光利用技術 

◆被覆栽培技術 

◆フェロモン剤利用技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 ｺﾅｶﾞ､ｱｵﾑｼ､軟腐病等 

ｺﾅｶﾞ､ｱｵﾑｼ､軟腐病 

 根こぶ病 

 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ｺﾅｶﾞ等 

 ｺﾅｶﾞ､ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ等 

 雑草 

その他の 

留意事項 
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 １０ カボチャ                                                             

  栽培予定ほ場には、定植の１０～２１日前までにたい肥等有機質資材を施用する。

この場合、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料（たい肥

その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。また、化学

肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、被覆肥料等の肥効調節型肥料を活

用する。 

  病害虫防除については、雑草防除を兼ねてシルバーマルチ等で被覆し、ワタアブラ

ムシ等の防除を行うことにより、化学農薬使用回数を低減する。  

 また、ウリノメイガの発生初期に生物農薬を使用し、化学農薬使用回数を減らす。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切な

施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

1～1.5 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料の施用  

p.75 を参照の

こと  

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照の

こと 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆光利用技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

うどんこ病等 

 ｳﾘﾉﾒｲｶﾞ 

 ﾜﾀｱﾌﾞﾗﾑｼ 

 雑草 

その他の 

留意事項 
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 １１  ニンジン                                                            

 栽培予定ほ場には、作付けの１０～２１日前までにたい肥等有機質資材を施用する。 

 施肥に際しては、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、畝内施肥等の局所施肥を

実施したり、被覆肥料等の肥効調節型肥料を活用する。  

 生育初期の防虫ネット被覆やシルバーテープの利用により、アブラムシ類の飛来を

防ぐ。 

  また、ヨトウガの発生の発生を認めた場合は、発生初期に生物農薬を使用し、化学

農薬使用回数を低減する。 

  雑草対策として、マルチ活用、機械除草により除草剤使用回数を減らす。なお、マ

ルチは土のはね上げ防止による、軟腐病の発生軽減に有効である。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切

な施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

1～2 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

 

◆畝内施肥等の局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照のこ

と   

 

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照のこ

と 

 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆光利用技術 

◆被覆栽培技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 黒葉枯病､ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類等 

 ﾖﾄｳｶﾞ 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ｷｱｹﾞﾊ等 

 雑草､軟腐病 

その他の 

留意事項 

◆たい肥施用や緑肥作付けを行った場合は、すき込み後の追熟、腐熟を促す｡ 
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 １２ ヤマノイモ                                                           

  栽培予定ほ場には、定植の１０～２１日前までにたい肥等有機質資材を施用する。  

 施肥に際しては、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、穴肥等の局所施肥を実施

したり、被覆肥料等の肥効調節型肥料を活用する。  

  病害虫防除については栽培初期に、アブラムシ類、ケラやコガネムシ対策としてマ

ルチ被覆し、化学農薬使用回数を低減する。また、シルバーポリマルチやテープを利

用し、アブラムシ類の飛来を防ぐ。 

  シロイチモジヨトウの発生を認めた場合は、発生初期に生物農薬を使用し、化学農

薬使用回数を低減する。 

  雑草対策として、マルチ活用、機械除草により除草剤使用回数を減らす。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切

な施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

1～2 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆穴肥等の局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料の施用  

p.75 を参照のこ

と  

  

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照のこ

と 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆光利用技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 葉渋病､ﾊﾀﾞﾆ類 

 ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

 雑草 

その他の 

留意事項 
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 １３ ホウレンソウ                                                         

  栽培予定ほ場には、作付けの１０～２１日前までにたい肥等有機質資材を施用する。 

 施肥に際しては、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、条施肥等の局所施肥を実

施したり、肥効調節型肥料を活用する。  

  病害虫防除については、アブラムシ類、ヨトウムシ等の被害を防ぐため、寒冷紗被

覆することにより化学農薬使用回数を低減する。  

 ハウスでは天井部を近紫外線カットフィルムで覆い、施設内部へのアブラムシ類、

アザミウマ類等の侵入を防ぐ。また、サイド等開口部を防虫ネット（0.8mm 目合い）

で被覆することにより、ヨトウムシ等害虫の内部への侵入を防ぎ、化学農薬使用回数

を低減する。 

 また、ハウス周辺にビニルにより「ダニがえし」を設置し、ハウス内部への侵入を

防ぐ。 

  ヨトウガやシロイチモジヨトウ等の発生を認めた場合は、発生初期に生物農薬を使

用し、化学農薬使用回数を減らす。  

 べと病対策として、抵抗性品種を利用する。また、萎ちょう病対策として、夏季の

高温を利用した太陽熱土壌消毒を実施する。 

  雑草対策として、マルチ活用、機械除草により除草剤使用回数を減らす。            

  

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切な  

施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

2~4 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆条施肥等の局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照の

こと 

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照の

こと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆抵抗性品種栽培・台木利用

技術 

◆熱土壌消毒利用技術 

◆土壌還元消毒技術 

◆光利用技術 

◆被覆栽培技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 ｱｻﾞﾐｳﾏ類等 

 ﾖﾄｳｶﾞ､ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ､ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 

 べと病 

 

 萎ちょう病 

 萎ちょう病 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ｱｻﾞﾐｳﾏ類 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ﾖﾄｳﾑｼ､ﾊﾀﾞﾆ類 

 雑草 

その他の 

留意事項 

 

◆たい肥は、２～３作程度で１回施用。連作が続く場合、必要に応じて  

減らすこと。 

◆土壌還元消毒技術については p.75、76 を参照のこと。 
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 １４ コカブ                                                               

  作付け予定ほ場には、作付けの１０～２１日前までにたい肥等有機質資材を投入す

る。この場合、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料（た

い肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。また、

化学 l 肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、条施肥等の局所施肥を実施し

たり、被覆肥料等の肥効調節型肥料を活用する。  

  病害虫防除については、アブラムシ類やコナガ等の害虫の飛来を防ぐため、防虫ネ

ットで被覆することにより化学農薬使用回数を低減する。また、コナガ、アオムシ等

の発生初期に生物農薬を利用し、化学農薬使用回数を低減する。  

  雑草対策としては、マルチ活用、機械除草により除草剤使用回数を減らす。なお、

シルバーマルチ等銀色の資材は、アブラムシ類に対して忌避効果がある。  

 ハウスでは天井部を近紫外線カットフィルムで覆い、施設内部へのキスジノミハム

シ、ハモグリバエ類の侵入を防ぐ。また、サイド等開口部を防虫ネット（0.8mm 目合

い）で被覆することにより、キスジノミハムシ等害虫の侵入を防ぎ、化学農薬使用回

数を低減する。 

 根こぶ病の発生が問題となる場合は、抵抗性品種を利用する。また、立枯病や根こ

ぶ病対策として、夏季の高温を利用した太陽熱土壌消毒を実施する。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切

な施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

2~4 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆条施肥等の局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照のこ

と  

    

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照のこ

と 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆抵抗性品種栽培・台木利用

技術 

◆熱利用土壌消毒技術 

◆光利用技術 

 

◆被覆栽培技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類等 

 ｺﾅｶﾞ､ｱｵﾑｼ等 

 根こぶ病 

  

立枯病､根こぶ病 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ｷｽｼﾞﾉﾐﾊﾑｼ､ﾊﾓｸﾞ

ﾘﾊﾞｴ類 

 ｺﾅｶﾞ､ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ｷｽｼﾞﾉﾐﾊﾑｼ 

 雑草 

その他の 

留意事項 

◆たい肥施用や緑肥作付けを行った場合は、すき込み後の追熟、腐熟を  

促す｡ 
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 １５ ミズナ、 ミブナ（小株栽培）                                          

  作付け予定ほ場には、作付けの１０～２１日前までにたい肥等有機物資材を投入す

る。特に、ハウス内では地力の消耗が激しいので、粗大有機物の施用に努める。  

  施肥については、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、畝内施肥等の局所施肥を

実施したり、被覆肥料等の肥効調節型肥料を活用する。  

  ハウス天井部は近紫外線カットフィルムで覆い、また、ハウスサイド等の開口部は

防虫ネット（0.8 ㎜目合い）で完全に被覆することにより、キスジノミハムシ等の侵入

を防ぎ、化学農薬使用回数を低減する。  

  コナガ、アオムシ等には発生初期に生物農薬を散布し、化学農薬使用回数を減らす。

コナガについては、フェロモン剤をハウス内に設置することで発生を抑制できる。  

  立枯病や根こぶ病対策に、夏季の高温を利用した太陽熱土壌消毒を実施する。  

 雑草対策としては、マルチ活用、機械除草により除草剤使用回数を減らす。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切

な施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

2~4 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆畝内施肥等の局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料の施用  

p.75 を参照の

こと 

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照の

こと 

 

 

 

 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆熱利用土壌消毒技術 

◆光利用技術 

◆被覆栽培技術 

◆フェロモン剤利用技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

ｺﾅｶﾞ等 

 ｺﾅｶﾞ､ｱｵﾑｼ等 

 立枯病､根こぶ病 

 ｷｽｼﾞﾉﾐﾊﾑｼ 

 ｷｽｼﾞﾉﾐﾊﾑｼ､ﾖﾄｳｶﾞ､ｺﾅｶﾞ 

 ｺﾅｶﾞ 

 雑草 

その他の 

留意事項 

◆たい肥は、３作程度に１回施用。連作が続く場合、必要に応じて施用量

を減らすこと。 
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 １６ コマツナ                                                           

  作付け予定ほ場には、作付けの１０～２１日前までにたい肥等有機物資材を投入す

る。特に、ハウス内では地力の消耗が激しいので、粗大有機物の施用に努める。  

  施肥については、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、条施肥等の局所施肥を実

施したり、被覆肥料等の肥効調節型肥料を活用する。  

  アブラムシ類、コナガ、ヨトウムシ等の飛来を防ぐため、べたがけ資材で被覆する。

また、コナガ、ヨトウムシ対策として、生物農薬を利用する。ハウス栽培では、コナ

ガ防除にフェロモン剤利用が有効である。  

  ハウスでは、天井部を近紫外線カットフィルムで覆い、施設内部へのキスジノミハ

ムシ、ハモグリバエ類の侵入を防ぐ。また、サイド等開口部を防虫ネット（0.8mm 目

合い）で被覆することにより、キスジノミハムシ等害虫の内部への侵入を防ぎ、化学

農薬使用量を低減する。 

 根こぶ病の発生が問題となる場合は、抵抗性品種を利用する。また、立枯病や根こ

ぶ病対策に、夏季の高温を利用した太陽熱土壌消毒を実施する。  

  雑草対策としては、マルチ活用、機械除草により除草剤使用回数を低減する。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切な

施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

2~4 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆条施肥等の局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照の

こと  

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照の

こと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆抵抗性品種栽培・台木利用技

術 

◆熱利用土壌消毒技術 

◆光利用技術 

◆被覆栽培技術 

◆フェロモン剤利用技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ﾊﾀﾞﾆ類等 

 ｺﾅｶﾞ等 

 根こぶ病 

 

 立枯病､根こぶ病 

 ｷｽｼﾞﾉﾐﾊﾑｼ､ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ｺﾅｶﾞ､ﾖﾄｳｶﾞ等 

 ｺﾅｶﾞ 

 雑草 

その他の 

留意事項 

◆たい肥は、３作程度に１回施用。連作が続く場合、必要に応じて施用量

を減らすこと。 
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 １７ トウガラシ                                                           

  作付け予定ほ場には、定植の１０～２１日前までにたい肥等有機質資材を投入する。
特に、ハウス内では地力の消耗が激しいので、粗大有機物の施用に努める。  

  施肥については、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料
（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま
た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、穴肥や置き肥等の局所施
肥を実施したり、被覆肥料等の肥効調節型肥料を活用する。  

 病害虫防除については、青枯病等土壌病害対策として、台パワー等抵抗性台木の接
ぎ木苗を利用する。 

  アブラムシ類防除については、雑草防除を兼ねてシルバーマルチを被覆することに
より化学農薬使用回数を低減する。  

  ハウス栽培では、アザミウマ類等の飛来を抑制するため、被覆資材として近紫外線
カットフィルムを活用するとともに、開口部は、防虫ネット（0.4mm 目合い）で被覆
して、コナジラミ類等の飛来を抑制する。さらに、コナジラミ類に対してはハウス開
口部の外側に黄色粘着ロールを設置し、内部への害虫侵入量を減らす。アザミウマ類
・アブラムシ類・ハダニ類の対策として、天敵昆虫を利用する場合は、粘着トラップ
の設置等により害虫の発生消長の把握に努め、害虫の発生確認後は直ちに天敵を導入
する。 

  タバコガ類等による果実被害低減のため、黄色蛍光灯を活用する。また、ハウス栽
培では、フェロモン剤を利用してオオタバコガの発生を抑える。  

  ハウス栽培で青枯病等の土壌病害の発生が問題となる場合は、熱水等の土壌消毒を
行い、病原菌の死滅に努める。 

  雑草対策としては、マルチ活用、機械除草により除草剤使用回数を低減する。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切な

施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

2~4 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆穴肥や置き肥等の局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照の

こと  

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照の

こと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技

術 

◆生物農薬利用技術 

◆抵抗性品種栽培・台木利用

技術 

◆熱利用土壌消毒技術 

◆土壌還元消毒技術 

◆光利用技術 

 

◆被覆栽培技術 

◆フェロモン剤利用技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 ｱｻﾞﾐｳﾏ類､ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 

 

 ｱｻﾞﾐｳﾏ類､ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ﾊﾀﾞﾆ類  

 土壌伝染性病害 

 

 青枯病等 

 土壌伝染性病害 

 ｱｻﾞﾐｳﾏ類､ｺﾅｼﾞﾗﾐ類､ﾀﾊﾞｺｶﾞ

類 

 ｱｻﾞﾐｳﾏ類､ﾀﾊﾞｺｶﾞ等 

 ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 

 雑草 

その他の 

留意事項 

◆土壌還元消毒技術については p.75、76 を参照のこと。 
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 １８ ネギ                                                                 

  作付け予定ほ場には、作付けの１０～２１日前までにたい肥等有機質資材を投入す

る。この場合、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料（た

い肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。また、

化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、条施肥等の局所施肥を実施し

たり、被覆肥料等の肥効調節型肥料を活用する。  

  病害虫防除については、雑草防除を兼ねてマルチで被覆する。また、マルチに光反

射シートを利用すると、ネギアザミウマの飛来を抑制できる。  

  ハウス栽培では、サイド等開口部を防虫ネット（0.8mm）で覆い、ネギアザミウマや

ネギハモグリバエ等の侵入を防ぐ。また、ハウス外周に黄色粘着ロールを設置し、内

部へのネギハモグリバエ侵入量を減らす。  

 栽培面積が広い場合は、フェロモン剤によりシロイチモジヨトウの発生を抑制する。

また、シロイチモジヨトウの発生初期に生物農薬を効果的に使用し、化学農薬使用回

数を低減する。 

  雑草対策としては、マルチ活用、機械除草により除草剤使用回数を低減する。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切

な施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

1~2 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆条施肥等の局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照のこ

と 

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照のこ

と 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

 

◆生物農薬利用技術 

◆熱利用土壌消毒技術 

◆光利用技術 

◆被覆栽培技術 

 

◆フェロモン剤利用技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 さび病､ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ､ｱｻﾞﾐ

ｳﾏ類等 

 ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ 

 黒腐菌核病 

 ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ､ﾈｷﾞﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 

 ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ､ﾈｷﾞﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

等 

 ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ 

 雑草 

その他の 

留意事項 

◆たい肥は、２～３作に１回施用。連作が続く場合、必要に応じて施用量を

減らすこと。 
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 １９ サツマイモ                                                           

  作付け予定ほ場には、定植の１０～２１日前までにたい肥等有機質資材を投入する。

この場合、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料（たい肥

その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。また、化学

肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、畝内施肥等の局所施肥を実施した

り、被覆肥料等の肥効調節型肥料を活用する。  

 また、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、被覆肥料等の肥効調

節型肥料を活用する。ハスモンヨトウやコガネムシ類対策として生物農薬を活用し、

化学農薬使用回数を低減する。 

  雑草対策として、黒マルチを被覆する。また、機械除草により、除草剤使用回数を

減らす。 

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切な

施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

1~2 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆畝内施肥等の局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照のこ

と  

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照のこ

と 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

ﾊﾀﾞﾆ類等 

 ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ､ｺｶﾞﾈﾑｼ類 

 雑草 

その他の 

留意事項 
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 ２０ ハナナ                                                              

  作付け予定ほ場には、作付けの１０～２１日前までにたい肥等有機質資材を投入す

る。 

 施肥に際しては、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、被覆肥料等の肥効調節型

肥料を活用する。 

  病害虫防除については、播種時にべたがけ被覆を行う。コナガ、アオムシ、ヨトウ

ガ等には発生初期に生物農薬を散布し、化学農薬使用回数を低減する。  

 また、根こぶ病の発生が問題となる場合は、抵抗性品種を利用する。  

 雑草対策としては、マルチ活用、機械除草により除草剤使用回数を低減する。なお、

シルバーマルチ等銀色の資材は、アブラムシ類に対して忌避効果がある。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切

な施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

2~3 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料の施用  

p.75 を参照の

こと  

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照の

こと 

 

 

 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆抵抗性品種栽培・台木利用技

術 

◆光利用技術   

◆被覆栽培技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類等 

 ｺﾅｶﾞ､ｱｵﾑｼ等 

 根こぶ病 

  

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

 ｺﾅｶﾞ､ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ﾖﾄｳﾑｼ等 

 雑草 

その他の 

留意事項 

 

 

 



 - 22 - 

 ２１ スイカ                                                               

  作付け予定ほ場には、定植の１０～２１日前までにたい肥等有機質資材を投入する。 

 施肥に際しては、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、被覆肥料等の肥効調節型

肥料を活用する。 

  病害虫防除については、雑草防除を兼ねてマルチを被覆し、マルチにシルバーポリ

等を利用し、ワタアブラムシ等の防除を行う。  

  ウリノメイガの発生初期に生物農薬を散布し、化学農薬使用回数を低減する。 

  つる割病対策として、抵抗性台木に接ぎ木した苗を用いる。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切

な施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

1～1.5 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料の施用  

p.75 を参照のこ

と  

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照のこ

と 

 

 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆抵抗性品種栽培・台木利用

技術 

◆光利用技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 うどんこ病、ﾊﾀﾞﾆ類等 

ｳﾘﾉﾒｲｶﾞ 

 つる割病 

 

 ﾜﾀｱﾌﾞﾗﾑｼ等 

 雑草 

その他の 

留意事項 
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 ２２ ブロッコリー                                                        

  根こぶ病発生ほ場では、移植栽培を行う。  

  作付け予定ほ場には、定植の１０～２１日前までにたい肥等有機質資材を投入する。 

 施肥に際しては、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、条施肥や置き肥等の局所

施肥を実施したり被覆肥料等の肥効調節型肥料を活用する。  

  病害虫防除については、雑草防除を兼ねてマルチを被覆し、マルチにシルバーポリ

マルチ等を利用し、アブラムシ類の防除を行う。  

 また、アブラムシ類やコナガ等の飛来防止や軟腐病等の予防のため定植後、直ちに

寒冷紗被覆を行う。寒冷紗除去後のコナガ等に対しては生物農薬や面積が広い場合は、

フェロモン剤により防除を行う。 

 根こぶ病の発生が問題となる場合は、抵抗性品種を利用する。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切

な施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

1~2 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆条施肥や置き肥等の局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照のこ

と  

     

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照のこ

と 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆抵抗性品種栽培・台木利用

技術 

◆光利用技術 

◆被覆栽培技術 

◆フェロモン剤利用技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 花蕾腐敗病､ｺﾅｶﾞ等 

ｺﾅｶﾞ､ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 

 根こぶ病 

 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ｺﾅｶﾞ等､軟腐病 

 ｺﾅｶﾞ､ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ等 

 雑草 

その他の 

留意事項 
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 ２３ シュンギク                                                          

  作付け予定ほ場には、作付けの１０～２１日前までにたい肥等有機質資材を投入す

る。 

 施肥に際してはたい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料（た

い肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。また、

化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、被覆肥料等の肥効調節型肥料

を活用する。 

  病害虫防除については、アブラムシ類、ヨトウガ等の被害を防ぐため、防虫ネット

被覆や生物農薬等を利用することにより、化学農薬使用回数を低減する。  

 ハウス栽培では、天井部を近紫外線カットフィルムで被覆したり、サイド等開口部

を防虫ネット（0.8mm 目合い）で被覆し、ハモグリバエ類やアブラムシ類、ヤサイゾ

ウムシ等の内部への侵入を防ぐ。摘み取り栽培では、雑草の発生を抑制するため、マ

ルチ被覆する。 

  萎ちょう病や菌核病の発生が問題となる場合には、夏季の高温期に太陽熱土壌消毒

を行う。 

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切

な施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

2～4 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

 

 

◆局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

 

 

p.75 を参照のこ

と   

 

 

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照のこ

と 

 

 

 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆熱利用土壌消毒技術 

◆光利用技術 

◆被覆栽培技術 

 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類等 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ﾖﾄｳﾑｼ 

 萎ちょう病､菌核病 

 ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ﾖﾄｳﾑｼ､ﾔｻｲｿﾞｳﾑｼ

等 

 雑草 

その他の 

留意事項 
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 ２４ エビイモ（サトイモ）                                                

  作付け予定ほ場には、定植の１０～２１日前までにたい肥等有機質資材を投入する。 

  施肥に際しては、たい肥に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料（た

い肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。また、

化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、畝内施肥等の局所施肥を実施

したり、被覆肥料等の肥効調節型肥料を活用する。  

  病害虫防除については、アブラムシ類対策として、雑草防除を兼ねてシルバースト

ライプマルチで被覆する。また、エビイモではマルチを行わないので、土寄せを兼ね

て機械除草を行う。 

  ハスモンヨトウの発生初期に生物農薬を散布し、化学農薬使用回数を低減する。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切な

施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

2～3 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆畝内施肥等の局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照のこ

と   

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照のこ

と 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆光利用技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 ﾊﾀﾞﾆ類等 

 ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

 雑草 

その他の 

留意事項 
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 ２５ イチゴ                                                               

  作付け予定ほ場には、定植の１０～２１日前までにたい肥等有機物資材を投入する。 

  施肥については、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、液肥等の局所施肥を実施

したり、被覆肥料等の肥効調節型肥料を活用する。  

  害虫防除については、定植後の寒冷紗等の防虫ネットを被覆することにより、化学

農薬使用回数を低減する。マルチは苗の活着後に行う。  

  また、ハダニ類の侵入抑制のために、ハウス周囲の除草等を徹底する。  

  アブラムシ類、アザミウマ類、ハダニ類に対して天敵昆虫を利用する場合は、粘着

トラップの設置等により、害虫の発生消長の把握に努め、害虫の発生確認後は直ちに

天敵を導入する。 

  ハスモンヨトウやうどんこ病、灰色かび病の発生初期に生物農薬を散布し、化学農

薬使用回数を低減する。 

  炭そ病やうどんこ病等の対策として、抵抗性品種を利用する。  

 萎黄病の発生が問題となる場合は、夏季の高温期に太陽熱土壌消毒を行う。また、

萎 

  黄病には、土壌還元消毒も有効である。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切な

施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

2～3 t/10a 

 

 

化学肥料    

低減技術 

 

◆液肥等の局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照の

こと  

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照の

こと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

 

 

◆抵抗性品種栽培・台木利用

技術 

◆土壌還元消毒技術 

◆熱利用土壌消毒技術 

◆被覆栽培技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 うどんこ病､ﾊﾀﾞﾆ類等 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ｱｻﾞﾐｳﾏ 類､ﾊﾀﾞﾆ

類､うどんこ病､ 

 灰色かび病 

 炭そ病､うどんこ病等 

 

 萎黄病 

 萎黄病 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類等 

 雑草 

その他の 

留意事項 

◆土壌還元消毒技術については p.75、76 を参照のこと。 
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 ２６ ナシ                                                               

  土壌の物理性改善のためにたい肥等有機質資材を１１月に施用する。施肥に際して

はたい肥等に含まれる窒素成分等を勘案して元肥の施用量を削減する。また、元肥と

して有機質肥料（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を使用する。  

  さらに、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、局所施肥を実施す

る。 

 病害虫防除については、的確な発生予察に基づく病害虫防除と袋がけによる病害虫

回避を徹底し、化学農薬使用回数を低減する。  

  フェロモン剤を樹木等に巻き付け、ナシヒメシンクイ、ハマキムシ類を防除すると

ともに、ハマキムシ類等の発生初期に生物農薬を散布して、化学農薬使用回数を低減

する。 

  敷草等のマルチを敷くことにより雑草の発生を抑制するとともに、肥料成分の溶脱

を軽減し、機械除草により除草剤使用回数を減らす。  

  黒斑病対策として、ゴールド二十世紀を栽植する。  

 吸蛾類やチャバネアオカメムシによる果実被害の軽減対策として、黄色蛍光灯を活

用する。  

                                                  

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切

な施用 

◆河川敷、道路沿い等の雑草を刈り取り、たい肥化して 

施用 

2~4 t/10a 

 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照のこ

と    

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照のこ

と 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆抵抗性品種栽培・台木利用

技術 

◆光利用技術 

◆被覆栽培技術 

◆フェロモン剤利用技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 黒斑病､ﾊﾀﾞﾆ類等 

 ﾊﾏｷﾑｼ類､ｹﾑｼ類 

 黒斑病 

 

 吸蛾類､ﾁｬﾊﾞﾈｱｵｶﾒﾑｼ 

 ｶﾒﾑｼ類､吸蛾類､黒斑病等 

 ﾅｼﾋﾒｼﾝｸｲ､ﾊﾏｷﾑｼ類 

 雑草 

その他の 

留意事項 

◆園内の土壌改善する部分（根域）への局所施用によって、総施用量が抑制

できる｡ 
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 ２７ モモ                                                                 

  土壌の物理性改善のためにたい肥等有機質資材施用を１０月に施用する。  

 施肥に際してはたい肥等に含まれる窒素成分等を勘案して元肥の施用量を削減す

る。また、元肥としては、有機質肥料（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を使用す

る。さらに、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、通路部を明確に

し、根のある部分のみへの施肥（局所施肥）を実施する。  

  病害虫防除については、６月下旬頃から８月下旬頃まで防虫ネット（６㎜目合い）

を被覆するとともに、的確な発生予察に基づく病害虫防除と袋がけによる害虫回避を

徹底し、化学農薬使用回数の低減する。  

  フェロモン剤利用によりモモシンクイガ、モモハモグリガ等を防除するとともに、

ハマキムシ類等の発生初期に生物農薬を散布して、化学農薬使用回数を低減する。  

  敷草等のマルチを敷くことにより雑草の発生を抑制するとともに、肥料成分の溶脱

を軽減する。また、機械除草により、除草剤使用回数を減らす。  

  吸蛾類やチャバネアオカメムシによる果実被害の軽減対策として、黄色蛍光灯を活

用 

する。 

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切

な施用 

◆河川敷、道路沿い等の雑草を刈り取り、たい肥化して 

施用 

3~5 t/10a 

 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照のこ

と    

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照のこ

と 

 

 

 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆光利用技術 

◆被覆栽培技術 

◆フェロモン剤利用技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 黒星病､せん孔細菌病等 

 ﾊﾏｷﾑｼ類､ｹﾑｼ類 

 吸蛾類､ﾁｬﾊﾞﾈｱｵｶﾒﾑｼ 

 ｶﾒﾑｼ類､吸蛾類､黒星病等 

 ﾓﾓｼﾝｸｲｶﾞ､ﾓﾓﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ等 

 雑草 

その他の 

留意事項 

◆園内の土壌改善する部分（根域）への局所施用によって、総施用量が抑制

できる｡ 
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 ２８ ブドウ                                                              

  土壌の物理性改善のためにたい肥等有機質資材を１０月に施用する。特に、大量施

用する場合、窒素過多になりやすいので、たい肥等は、窒素成分の少ない物を使用す

る。 

 施肥に際してはたい肥等に含まれる窒素成分等を勘案して元肥の施用量を削減す

る。また、元肥としては、有機質肥料（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用す

る。さらに、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、局所施肥を実施

する。 

  病害虫防除については、雨よけ施設栽培により病害回避を行う。また、的確な発生

予察に基づく病害虫防除と袋がけによる害虫回避を徹底し、ハマキムシ類等の発生初

期に生物農薬を散布して、化学農薬使用回数を低減する。  

  チャノコカクモンハマキの発生が問題となり、栽培面積が広い場合は、フェロモン

剤を利用して化学農薬使用回数を減らす。  

 吸蛾類やチャバネアオカメムシによる果実被害の軽減対策として、黄色蛍光灯を活

用する。 

  敷草等のマルチを敷くことや機械除草により、除草剤使用回数を低減する。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

◆土壌診断に基づ家畜ふんたい肥等有機質資材の適切な  

施用 

1~5 t/10a 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照の

こと  

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照の

こと 

 

 

 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆光利用技術 

◆被覆栽培技術 

◆フェロモン剤利用技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 黒とう病､べと病等 

 ﾊﾏｷﾑｼ類､ｹﾑｼ類 

 吸蛾類､ﾁｬﾊﾞﾈｱｵｶﾒﾑｼ 

 黒とう病､べと病等 

 ﾁｬﾉｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ 

 雑草 

その他の 

留意事項 

◆根域制限栽培を行うことにより、局所施肥となり、総施用量を減らすこと

ができる。 
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 ２９ カキ                                                             

  土壌の物理性改善のためにたい肥等有機質資材の施用を行い、１１～１２月に施用

する。 

 施肥に際しては、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案して元肥の施用量を削減す

る。また、カキは深根性であるので、下層土の改良を重点的に考え、元肥としては、

有機質肥料（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を使用する。さらに、化学肥料の施

用の合理化と省力化を同時に進めるため、通路部を明確にし、根のある部分のみへの

施肥（局所施肥）を実施する。 

  病害虫防除については、的確な発生予察に基づく病害虫防除と袋がけによる害虫回

避を徹底し、また、ハマキムシ類等の発生初期に生物農薬を散布し、化学農薬使用回

数の低減する。 

  敷草等のマルチを敷くことにより雑草の発生を抑制するとともに、肥料成分の溶脱

を軽減する。 

  吸蛾類やチャバネアオカメムシによる果実被害の軽減対策として、黄色蛍光灯を活

用する。 

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切

な施用 

2~4 t/10a 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照のこ

と    

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照のこ

と 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆光利用技術  

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 うどんこ病等 

 ﾊﾏｷﾑｼ類､ｹﾑｼ類 

 吸蛾類､ﾁｬﾊﾞﾈｱｵｶﾒﾑｼ 

 雑草 

その他の 

留意事項 

◆園内の土壌改善する部分（根域）への局所施用によって、総施用量が  

抑制できる｡ 
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 ３０ イチジク                                                            

  土壌の物理性改善のためにたい肥等有機質資材の施用を行い、１１～１２月に施用

する。 

  施肥に際してはたい肥等に含まれる窒素成分等を勘案して元肥の施用量を削減す

る。また、元肥としては、有機質肥料（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を使用す

る。さらに、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、マルチ内へ施肥

（局所施肥）する。 

 稲わら、敷草等のマルチを敷くことにより雑草の発生を抑制するとともに、肥料成

分の溶脱を軽減する。 

  シルバーマルチや光反射シートを敷設し、アザミウマ類の飛来を防止し、キボシカ

ミキリ食入防止対策には微生物天敵を利用して、化学農薬使用回数を低減する。  

 雑草対策として、機械除草やマルチ栽培により、除草剤使用回数を低減する。  

 株枯病の発生が問題となる場合には、抵抗性品種・台木の導入に努める。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切

な施用 

1~2 t/10a 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照のこ

と   

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照のこ

と 

 

 

 

 

 

◆機械除草技術  

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆抵抗性品種栽培・台木利用

技術 

◆光利用技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 ﾊﾀﾞﾆ類､ｱｻﾞﾐｳﾏ類等 

 ｷﾎﾞｼｶﾐｷﾘ 

 株枯病 

 

 ｱｻﾞﾐｳﾏ類 

 雑草 

その他の 

留意事項 
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 ３１ チャ                                                                  

  たい肥等の有機質資材によりほ場の土質改善を行う。また、たい肥等有機質資材に

含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料（たい肥その他の特殊肥料を含

む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。また、化学肥料の施用の合理化と

省力化を同時に進めるため、深層施肥等の局所施肥を実施したり、被覆肥料や硝化抑

制剤入り肥料等の肥効調節型肥料を活用する。  

  なお、このような施肥法では、従来の品質を維持すること、有機質肥料でも窒素施

用量が過剰にならないようにすることが必要である。  

  病害虫防除については、フェロモン剤を利用してチャノコカクモンハマキ、チャハ

マキの発生を、黄色ランプを活用してチャノホソガやハマキムシ類等のガ類の発生を

抑制し、化学農薬使用回数を低減する。  

  また、チャノホソガやハマキムシ類の発生初期に生物農薬を散布する。  

  雑草対策としては、稲わら等の敷草マルチや機械除草により、除草剤使用回数を低

減する。 

      

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切な

施用 

1~2 t/10a 

 

化学肥料 

低減技術 

 

 

 

◆深層施肥等の局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

 

 

p.75 を参照の

こと  

 

 

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照の

こと 

 

 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆光利用技術 

◆フェロモン剤利用技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 ｶﾝｻﾞﾜﾊﾀﾞﾆ､炭疽病等 

 ﾁｬﾉﾎｿｶﾞ､ﾊﾏｷﾑｼ類等 

 ﾁｬﾉﾎｿｶﾞ､ﾊﾏｷﾑｼ類等 

 ﾁｬﾊﾏｷ､ﾁｬﾉｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ 

雑草 

その他の 

留意事項 
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 ３２ トルコギキョウ                                                      

  作付け予定ほ場には、定植の１０～２１日前までにたい肥等有機質資材を投入する。

特に、ハウス内では地力の消耗が激しいので、粗大有機物の施用に努める。  

  施肥については、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、液肥等の局所施肥を実施

したり、被覆肥料等の肥効調節型肥料を活用する。  

  病害虫防除については、アザミウマ類等の飛来を抑制するためハウスの出入り口・

サイド等の開口部を完全に防虫ネット（目合い 0.8mm 以下）で被覆する。 

  ハウス外周に黄色粘着ロールを設置し、コナジラミ類等の侵入を抑制する。また、

マルチに光反射シート等を利用して、アブラムシ類の飛来を防ぐ。  

 黄色蛍光灯を設置して、タバコガ類等夜ガ類の被害を軽減する。  

 青枯病等土壌病害の発生が問題となる場合は、熱水土壌消毒等を行い、病原菌の死

滅を図る。 

 雑草防除を兼ねてマルチを被覆することにより、除草剤使用回数を低減する。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切な

施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

2~4 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆液肥等の局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照の

こと  

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照の

こと 

 

 

 

 

 

 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆熱利用土壌消毒技術 

◆光利用技術 

◆土壌還元消毒技術 

◆被覆栽培技術 

 

◆マルチ栽培技術 

 ﾊﾀﾞﾆ類等 

 土壌伝染性病害 

 ｺﾅｼﾞﾗﾐ類､ｱﾌﾞﾗﾑｼ類等 

 土壌伝染性病害 

 ｱｻﾞﾐｳﾏ類､ﾖﾄｳｶﾞ､ﾀﾊﾞｺｶﾞ類

等 

 雑草 

その他の 

留意事項 

◆土壌還元消毒技術については p.75、76 を参照のこと。 
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 ３３ コギク                                                              

  作付け予定ほ場は、遅くとも定植の１か月前までにたい肥等有機質資材を投入する。 

  施肥については、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、条施肥等の局所施肥を実

施したり、肥効調節型肥料を活用する。  

  病害虫防除については、アザミウマ類、ハモグリバエ類の拡大や雑草を抑えるため、

シルバーストライプマルチ等を被覆し、化学農薬使用回数を低減する。  

  ハウス外周に黄色粘着ロールを設置し、コナジラミ類等の侵入を抑制する。また、

マルチに光反射シート等を利用して、アブラムシ類の飛来を防ぐ。  

 黄色蛍光灯を設置して、タバコガ類等夜ガ類の被害を軽減する。  

  ハウス栽培（寒コギク等）については、アザミウマ類等の飛来を抑制するため、ハ

ウスの出入り口・サイド等の開口部を完全に防虫ネット（目合い 0.8mm 以下）で被覆

する。 

  軟腐病等の土壌病害の発生が問題となる場合は、蒸気等を利用した土壌消毒を行う。 

 露地栽培でタバコガ類等の侵入を防ぐ場合には、目合い４mm 以下のネットで被覆を

行う。 

 ハスモンヨトウ、オオタバコガの発生初期に生物農薬を散布する。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切な

施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

2~4 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆条施肥等の局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照の

こと  

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照の

こと 

 

 

 

 

 

 

 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆熱利用土壌消毒技術 

◆光利用技術 

 

◆被覆栽培技術 

 

◆マルチ栽培技術 

 ﾊﾀﾞﾆ類､ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類等 

 ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ､ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 

 土壌伝染性病害 

 ｱｻﾞﾐｳﾏ類､ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類､ｺﾅｼﾞ

ﾗﾐ類､ｱﾌﾞﾗﾑｼ類等 

 ｱｻﾞﾐｳﾏ類､ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類､ﾀﾊﾞｺ

ｶﾞ類等 

 雑草 

その他の 

留意事項 
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 ３４-ａ エダマメ（白大豆）                                                 

  作付け予定ほ場には、たい肥等有機質資材を計画的に投入し、土壌の保水性、透水

性を高め、併せて緩効的な肥効を確保する。  

  施肥に際しては、たい肥等に含まれる窒素成分を勘案するとともに、有機質肥料（た

い肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。また、

化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、側条施肥や中耕時に条施肥等

の局所施肥を実施したり、被覆肥料等の肥効調節型肥料を活用する。  

  害虫防除についてはほ場をよく観察して、防除が必要な場合は適期防除に努め、化

学農薬使用回数を低減する。 

  根傷みにより発生が助長される土壌病害を防ぐため、中耕作業が遅れないようにす

る。 

  ハスモンヨトウ対策として発生初期に生物農薬を利用したり、栽培面積が広い場合

には、フェロモン剤を利用した大量誘殺法を活用する。  

  雑草対策については、マルチ利用や機械除草により除草剤使用回数を低減する。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切な

施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

1～3 t/10a 

 

 

化学肥料  

低減技術 

 

◆側条施肥等の局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料の施用  

p.75 を参照の

こと  

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照の

こと 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆フェロモン剤利用技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 葉焼病､斑点細菌病等 

 ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 

 ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 

 雑草 

その他の  

留意事項 

◆かん排水の徹底により根を健全に保ち、肥料利用率を高める。  

◆ほ場周辺の除草に努め、害虫密度の低減に努める。  
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 ３４-ｂ エダマメ（黒大豆）                                                  

  作付け予定ほ場には、たい肥等有機質資材を計画的に投入し、土壌の保水性、透水

性を高め、併せて緩効的な肥効を確保する。  

  施肥に際しては、たい肥等に含まれる窒素成分を勘案するとともに、有機質肥料（た

い肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。また、

化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、側条施肥や中耕時に条施肥等

の局所施肥を実施したり、被覆肥料等の肥効調節型肥料を活用する。  

  害虫防除についてはほ場をよく観察して、防除が必要な場合は適期防除に努め、化

学農薬使用回数を低減する。 

  病害病除については、ウイルスフリー種子及びワクチンを利用して、ウイルス病の

蔓延を防ぐとともに、根傷みにより発生が助長される土壌病害を防ぐため、中耕作業

が遅れないようにする。 

  ハスモンヨトウ対策として発生初期に生物農薬を利用したり、栽培面積が広い場合

には、フェロモン剤を利用した大量誘殺法を活用する。  

  移植栽培においては、育苗床を防虫ネットで被覆し、アブラムシ類等の飛来を防ぐ。 

 雑草対策については、マルチ利用や機械除草により除草剤使用回数を低減する。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切な

施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

1～3 t/10a 

 

 

化学肥料  

低減技術 

 

◆側条施肥等の局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料の施用  

p.75 を参照の

こと  

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照の

こと 

 

 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆被覆栽培技術 

◆フェロモン剤利用技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

葉焼病､斑点細菌病等 

 ﾓｻﾞｲｸ病､ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類等 

 ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 

 雑草 

その他の  

留意事項 

◆かん排水の徹底により根を健全に保ち、肥料利用率を高める。  

◆ほ場周辺の除草に努め、害虫密度の低減に努める。  
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  ３５ インゲン                                                            

  作付け予定ほ場には、定植の１０～２１日前までにたい肥等有機質資材を投入する。 

 施肥に際しては、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、被覆肥料等の肥効調節型

肥料を活用する。 

  病害虫防除についてはほ場をよく見回り、初期防除に努めるとともに、うどんこ病

や菌核病の発生初期に生物農薬を散布し、化学農薬使用回数を低減する。  

 ハウス栽培では、天井部を近紫外線カットフィルムで被覆したり、サイド等開口部

を防虫ネット（0.8mm 目合い）で被覆し、ハモグリバエ類やアブラムシ類等の内部へ

の侵入を防ぐ。 

 雑草対策については、マルチ利用や機械除草により除草剤使用回数を低減する。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切な

施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

1～3 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照のこ

と   

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照のこ

と 

 

 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆光利用技術 

◆被覆栽培技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 さび病､かさ枯病等 

 うどんこ病､菌核病 

 ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類等 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ｱｻﾞﾐｳﾏ類等 

 雑草 

その他の 

留意事項 
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 ３６ エンドウ                                                            

  作付け予定ほ場には、定植の１０～２１日前までにたい肥等有機質資材を投入する。 

 施肥に際しては、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、被覆肥料等の肥効調節型

肥料を活用する。 

  病害虫防除についてはほ場をよく見回り、初期防除に努めるとともに、うどんこ病

や灰色かび病の発生初期に生物農薬を散布して、化学農薬使用回数を低減する。  

 ハウス栽培では、天井部を近紫外線カットフィルムで被覆したり、サイド等開口部

を防虫ネット（0.8mm 目合い）で被覆し、ハモグリバエ類やアブラムシ類等の内部へ

の侵入を防ぐ。 

 雑草対策については、マルチ利用や機械除草により除草剤使用回数を低減する。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切な

施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

1～3 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照のこ

と   

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照のこ

と 

 

 

 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆土壌還元消毒技術 

◆光利用技術 

◆被覆栽培技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 さび病等 

 うどんこ病､灰色かび病 

 萎ちょう病 

 ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類等 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ｱｻﾞﾐｳﾏ類等 

 雑草 

その他の 

留意事項 

◆土壌還元消毒技術については p.75、76 を参照のこと。 
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 ３７ ピーマン                                                            

  作付け予定ほ場には、定植の１０～２１日前までにたい肥等有機質資材を投入する。 

 施肥に際しては、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、被覆肥料等の肥効調節型

肥料を活用する。 

  アブラムシ類防除については、雑草防除を兼ねてシルバーマルチを被覆することに

より化学農薬使用回数を低減する。  

  ハウス栽培では、アザミウマ類等の飛来を抑制するため、被覆資材として近紫外線

カットフィルムを活用するとともに、開口部は、防虫ネット（0.4mm 目合い）で被覆

して、  コナジラミ類等の飛来を抑制する。さらに、コナジラミ類に対してはハウス

開口部の外側に黄色粘着ロールを設置し、内部への害虫侵入量を減らす。アザミウマ

類・アブラムシ類・ハダニ類の対策として、天敵昆虫を利用する場合は、粘着トラッ

プの設置等により害虫の発生消長の把握に努め、害虫の発生確認後は直ちに天敵を導

入する。 

  タバコガ類等による果実被害低減のため、黄色蛍光灯を活用する。また、ハウス栽

培では、フェロモン剤を利用してオオタバコガの発生を抑える。  

  ハウス栽培で青枯病等の土壌病害の発生が問題となる場合は、抵抗性台木を利用し

たり、熱水等の土壌消毒を行い、病原菌の死滅に努める。  

  雑草対策としては、マルチ活用、機械除草により除草剤使用回数を低減する。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切な

施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

2～5 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照のこ

と   

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照のこ

と 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術  

◆抵抗性品種栽培・台木利用

技術 

◆熱利用土壌消毒技術  

◆土壌還元消毒技術 

◆光利用技術 

  

◆被覆栽培技術 

◆フェロモン剤利用技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 ｱｻﾞﾐｳﾏ類､ｺﾅｼﾞﾗﾐ類等 

 ｱｻﾞﾐｳﾏ類､ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ﾊﾀﾞﾆ類  

 土壌伝染性病害 

 

 土壌伝染性病害 

 土壌伝染性病害 

 ｱｻﾞﾐｳﾏ類､ｺﾅｼﾞﾗﾐ類､ﾀﾊﾞｺｶﾞ

類 

 ｱｻﾞﾐｳﾏ類､ﾀﾊﾞｺｶﾞ等 

 ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 

 雑草 

その他の 

留意事項 

◆土壌還元消毒技術については p.75、76 を参照のこと。 
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 ３８ ミニトマト（施設）                                                  

  作付け予定ほ場には、定植の１０～２１日前までにたい肥等有機質資材を投入する。

特に、ハウス内では地力の消耗が激しいので、粗大有機物の施用に努める。  

  施肥については、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、穴肥や置き肥等の局所施

肥を実施したり、被覆肥料等の肥効調節型肥料を活用する。 

  病害虫防除については、雑草防除を兼ねてマルチを被覆することにより化学農薬使

用回数を低減する。また、ハウス栽培では、コナジラミ類等の飛来を抑制するため被

覆資材に近紫外線カットフィルムを活用したり、ハウスの出入り口・換気口等を完全

に防虫ネットで被覆（0.4mm 目合い）する。 

  さらに、ハモグリバエ類、コナジラミ類に対してはハウス開口部の外側に、黄色粘

着ロールを設置し、内部への害虫侵入量を減らす。また、内部では非散布型の黄色テ

ープ剤を活用し、化学農薬使用回数を低減する。タバコガ類等による果実被害軽減の

ため、黄色蛍光灯を活用する。 

 コナジラミ類・ハモグリバエ類等の対策として、天敵昆虫を利用する場合は、粘着

トラップの設置等により、害虫の発生消長の把握に努め、害虫の発生確認後は直ちに

天敵を導入する。 

  萎ちょう病等土壌病害対策として、抵抗性台木・品種を利用する。また、灰色かび

病には、発生初期に生物農薬を散布して化学農薬使用回数を低減する。  

  萎ちょう病等の土壌病害に対しては、熱水土壌消毒等を行い、病原菌の死滅を図る。 

   また、褐色根腐病、ネコブセンチュウ等に対しては、土壌還元消毒を実施する。 

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切な

施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

2~3 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆穴肥や置き肥等の局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照の

こと 

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照の

こと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

 

◆抵抗性品種栽培・台木利用

技術 

◆熱利用土壌消毒技術 

 

◆土壌還元消毒技術 

◆光利用技術 

 

◆被覆栽培技術 

◆マルチ栽培技術 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ｺﾅｼﾞﾗﾐ類等 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ｺﾅｼﾞﾗﾐ類､ﾊﾓｸﾞﾘ

ﾊﾞｴ類､灰色かび病 

 土壌伝染性病害､ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 

 

 土壌伝染性病害､ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ

等 

 土壌伝染性病害､ｾﾝﾁｭｳ類 

 ｱｻﾞﾐｳﾏ類､ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類､ｺﾅｼﾞ

ﾗﾐ類､ﾀﾊﾞｺｶﾞ類等 

 ｺﾅｼﾞﾗﾐ類､ﾀﾊﾞｺｶﾞ類等 

 雑草 

その他の 

留意事項 

◆土壌還元消毒技術については p.75、76 を参照のこと。 
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 ３９ カブ                                                                 

  作付け予定ほ場には、定植の１０～２１日前までにたい肥等有機質資材を投入する。 

 施肥に際しては、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、被覆肥料等の肥効調節型

肥料を活用する。 

  病害虫防除については、雑草防除を兼ねたシルバーマルチ等の被覆や播種後直ちに

寒冷紗等の防虫ネットを被覆して、アブラムシ類、キスジノミハムシ、コナガ等の侵

入、増殖を防ぎ、化学農薬使用回数を低減する。また、コナガやアオムシ、ヨトウガ

の発生初期に生物農薬を散布する。  

  栽培面積が広い場合は、コナガや鱗翅目害虫の発生初期にフェロモン剤を利用した

防除を行う。 

  病害防除については同一ほ場での連作を避け、草勢の維持に努める。根こぶ病対策

として、資材による酸度矯正を行い、多発ほ場では抵抗性品種を利用する。また、立

枯病や根こぶ病対策として、夏季の高温を利用した太陽熱土壌消毒を実施する。  

 雑草対策については、機械除草により抑草に努める。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切な

施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

1～4 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照のこ

と 

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照のこ

と 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆抵抗性品種栽培・台木 利用

技術 

◆熱利用土壌消毒技術 

◆光利用技術 

◆被覆栽培技術 

 

◆フェロモン剤利用技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類等 

ｺﾅｶﾞ､ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 

 根こぶ病 

 

 立枯病､根こぶ病 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ｷｽｼﾞﾉﾐﾊﾑｼ､ｺﾅｶﾞ

等 

 ｺﾅｶﾞ､ｱｵﾑｼ､ﾖﾄｳｶﾞ 

 雑草 

その他の 

留意事項 

◆転炉砕や石灰資材により土壌酸度を矯正し、根こぶ病の発生を回避、軽減

する。 
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 ４０ ゴボウ（堀川ゴボウ）                                                

  作付け予定ほ場には、定植の１０～２１日前までにたい肥等有機質資材を投入する。 

 施肥に際しては、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、被覆肥料等の肥効調節型

肥料を活用する。 

  害虫防除については生育初期のアブラムシ類、ゾウムシ類の侵入、増殖を防ぐため、

寒冷紗等で被覆する。また、シルバーテープを展張し、アブラムシ類の飛来を防ぎ、

化学農薬使用回数を低減する。 

  土壌病害対策として同一ほ場での連作を避けるとともに草勢の維持に努める。  

  雑草対策については、敷きわらマルチや機械除草により除草剤使用回数を低減する。 

  

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切な

施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

1～3 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照のこ

と  

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照のこ

と 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆光利用技術 

◆被覆栽培技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類等 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ｿﾞｳﾑｼ類 

 雑草 

その他の 

留意事項 

◆同一ほ場でのキク科野菜の連作を避ける。  
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 ４１ ジャガイモ                                                           

  作付け予定ほ場には、定植の１０～２１日前までにたい肥等有機質資材を投入する。 

 施肥に際しては、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、被覆肥料等の肥効調節型

肥料を活用する。 

  病害虫防除については、同一ほ場での連作を避け、敷きわらマルチにより疫病の感

染、増殖を防ぐ。軟腐病やコガネムシ類対策については、発生前に生物農薬を散布し

て、化学農薬使用回数を低減する。  

 除草については、マルチ利用や機械除草により除草剤使用回数を低減する。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切な

施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

1～3 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照のこ

と  

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照のこ

と 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 疫病､軟腐病等 

 軟腐病､ｺｶﾞﾈﾑｼ類 

 疫病､雑草 

その他の 

留意事項 
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 ４２ タマネギ                                                            

  作付け予定ほ場には、定植の１０～２１日前までにたい肥等有機質資材を投入する。 

 施肥に際しては、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、被覆肥料等の肥効調節型

肥料を活用する。 

  病害虫防除については、育苗中は不織布等の資材を活用しアブラムシ類、タマネギ

バエ等の侵入、増殖を防ぐ。本ぽでは初期防除に努めるとともに、シロイチモジヨト

ウや軟腐病の発生初期に生物農薬を散布して、化学農薬使用回数を低減する。  

 雑草対策については、マルチ利用や機械除草により除草剤使用回数を低減する。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切な

施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

1～3 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照のこ

と   

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照のこ

と 

 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆被覆栽培技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 軟腐病､白色疫病等 

 ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ､軟腐病 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ﾀﾏﾈｷﾞﾊﾞｴ等 

 雑草 

その他の 

留意事項 
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 ４３ クワイ                                                              

  作付け予定ほ場には、定植の２１日前までにたい肥等有機質資材を投入する。  

 施肥に際しては、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、被覆肥料等の肥効調節型

肥料を活用する。 

  病害虫防除については同一ほ場での連作を避け、草勢の維持に努めるとともに、適

期防除に努め、化学農薬使用回数を低減する。  

  雑草対策については機械除草を行う。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切な

施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

1～3 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照のこ

と   

 

化学農薬 

低減技術 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照のこ

と ◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

雑草 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類等 

その他の 

留意事項 
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 ４４ シロナ                                                              

  作付け予定ほ場には、作付けの１０～２１日前までにたい肥等有機質資材を投入す

る。 

 施肥に際しては、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、条施肥等の局所施肥を実

施したり、被覆肥料等の肥効調節型肥料を活用する。  

  アブラムシ類、コナガ、ヨトウガ等の飛来を防ぐため、べたがけ資材で被覆する。

また、コナガ、ヨトウガ対策として生物農薬を利用する。ハウス栽培では、コナガ防

除にフェロモン剤利用が有効である。  

  ハウスでは、天井部を近紫外線カットフィルムで覆い、施設内部へのキスジノミハ

シ、ハモグリバエ類の侵入を防ぐ。また、サイド等開口部を防虫ネット（0.8mm 目合

い）で被覆することにより、キスジノミハムシ等害虫の内部への侵入を防ぎ、化学農

薬使用回数を低減する。 

 立枯病や根こぶ病対策に、夏季の高温を利用した太陽熱土壌消毒を実施する。  

  雑草対策としては、マルチ活用、機械除草により除草剤使用回数を低減する。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切な

施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

2~4 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆条施肥等の局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照の

こと  

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照の

こと 

 

 

 

 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆熱利用土壌消毒技術 

◆光利用技術 

◆被覆栽培技術  

◆フェロモン剤利用技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類等 

 ｺﾅｶﾞ等 

 立枯病､根こぶ病 

 ｷｽｼﾞﾉﾐﾊﾑｼ､ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ｺﾅｶﾞ､ﾖﾄｳｶﾞ等 

 ｺﾅｶﾞ 

 雑草 

その他の 

留意事項 

◆たい肥は、３作程度に１回施用。連作が続く場合、必要に応じて施用量

を減らすこと。 

  

  



 - 47 - 

 ４５ 葉ダイコン                                                           

 作付け予定ほ場には、作付けの１０～２１日前までにたい肥等有機質資材を投入す

る。 

 施肥に際しては、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、畝内施肥等の局所施肥を

実施したり、被覆肥料等の肥効調節型肥料を活用する。  

  アブラムシ類、コナガ、ヨトウガ等の飛来を防ぐため、べたがけ資材で被覆する。  

 また、コナガ、ヨトウムシ対策として生物農薬を利用する。ハウス栽培では、コナ

ガ防除にフェロモン剤利用が有効である。  

  ハウスでは、天井部を近紫外線カットフィルムで覆い、施設内部へのキスジノミハ

ムシ、ハモグリバエ類の侵入を防ぐ。また、サイド等開口部を防虫ネット（0.8mm 目

合い）で被覆することにより、キスジノミハムシ等害虫の内部への侵入を防ぎ、化学

農薬使用回数を低減する。 

 立枯病や軟腐病対策に、夏季の高温を利用した太陽熱土壌消毒を実施する。  

  雑草対策としては、マルチ活用、機械除草により除草剤使用回数を低減する。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切な

施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

2~4 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆畝内施肥等の局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照の

こと  

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照の

こと 

 

 

 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆熱利用土壌消毒技術 

◆光利用技術 

◆被覆栽培技術 

◆フェロモン剤利用技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 ｺﾅｶﾞ､ｱｵﾑｼ等 

ｺﾅｶﾞ等 

 立枯病､軟腐病 

 ｷｽｼﾞﾉﾐﾊﾑｼ､ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ｺﾅｶﾞ､ﾖﾄｳｶﾞ等 

 ｺﾅｶﾞ 

 雑草 

その他の 

留意事項 

◆たい肥は、３作程度に１回施用。連作が続く場合、必要に応じて施用量

を減らすこと。 
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 ４６ メロン                                                                

  作付け予定ほ場には、定植の１０～２１日前までにたい肥等有機質資材を投入する。 

 施肥に際しては、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、被覆肥料等の肥効調節型

肥料を活用する。 

  アブラムシ類防除については、雑草防除を兼ねてシルバーマルチまたはシルバース

トライプマルチで被覆して、化学農薬使用回数を低減する。  

  ハウス栽培では、コナジラミ類等の飛来を抑制するために、被覆資材に近紫外線カ

ットフィルムを活用したり、ハウスの出入り口・換気口等を完全に防虫ネットで被

覆（0.4mm 目合い）する。内部では非散布型の黄色テープ剤を活用し、農薬使用回数

を低減する。 

  アブラムシ類・コナジラミ類・ハダニ類の対策として、天敵昆虫を利用する場合は、

粘着トラップの設置等により害虫の発生消長の把握に努め、害虫の発生確認後は直ち

に天敵を導入する。 

  つる割病やうどんこ病対策として、抵抗性台木・品種を利用する。  

  また、つる割病等の土壌病害の発生が問題となる場合は、熱水等を利用した土壌消

毒を実施する。 

      

  区  分           持続性の高い農業生産方式の内容  使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切

な施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

2～5 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照のこ

と   

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照のこ

と 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

 

 

◆抵抗性品種栽培・台木利用

技術 

◆熱利用土壌消毒技術 

◆土壌還元消毒技術 

◆光利用技術 

 

◆被覆栽培技術 

 

 

◆マルチ栽培技術 

 うどんこ病､ﾊﾀﾞﾆ類等 

 ｳﾘﾉﾒｲｶﾞ､ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ｱｻﾞﾐｳﾏ

類､ ｺﾅｼﾞﾗﾐ類､ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類､

うどんこ病､灰色かび病等 

 つる割病､うどんこ病等 

 

 土壌伝染性病害 

 土壌伝染性病害 

 ｱｻﾞﾐｳﾏ類､ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ｺﾅｼﾞﾗ

ﾐ類等 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ｱｻﾞﾐｳﾏ類､ｺﾅｼﾞﾗ

ﾐ類､ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類､ｳﾘﾉﾒｲｶﾞ､ｳ

ﾘﾊﾑｼ等 

 雑草 

その他の 

留意事項 

◆土壌還元消毒技術については p.75、76 を参照のこと。 
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 ４７ タケノコ                                                        

  土壌の物理性改善のために稲わら等有機質資材を施用する。  

 また、有機質肥料（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施

用量を削減する。さらに、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、穴

肥等の局所施肥を実施する。 

  病害虫防除については、適切な施肥による健全な生育を目指す。また、発生時は早

期に被害葉の除去や捕殺を行う。 

  雑草対策として、雑草発生時には機械除草を行う。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

◆土壌診断に基づく稲わらなどの有機資質資材の施用  

 

0.5～1 t/10a 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照の

こと 

   

化学農薬 

低減技術 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照の

こと ◆機械除草技術  雑草  

その他の 

留意事項 
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 ４８ ウメ                                                                

 土壌の物理性改善のため、たい肥等有機質資材を施用する。  

 施肥に際しては、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、根域への局所施肥を実施

する。 

 病害虫防除については、整枝・せん定・草刈り等園の管理を適切に行って、病害虫

の多発を防ぐとともに、フェロモン剤を活用して化学農薬使用回数を低減する。  

 ハマキムシ類等の発生初期に、生物農薬を散布する。  

 雑草対策については、マルチ（草生栽培）や機械除草により、除草剤使用回数を低

減する。 

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切

な施用 

1～3 t/10a 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照のこ

と   

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照のこ

と 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆フェロモン剤利用技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

黒星病等 

 ﾊﾏｷﾑｼ類､ｹﾑｼ類 

 ｺｽｶｼﾊﾞ 

 雑草 

その他の 

留意事項 

◆園内の土壌改善する部分（根域）への局所施用によって、総施用量が  

抑制できる。 
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 ４９ クリ                                                             

 土壌の物理性改善のため、たい肥等有機質資材を施用する。  

 施肥に際しては、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、根域への局所施肥を実施

する。 

 病害虫防除については、整枝・せん定・草刈り等、クリ園の管理を適切に行って、

病害虫の多発を防ぎ、化学農薬使用回数を低減する。  

 クリ園に定着しているクリタマバチの天敵チュウゴクオナガコバチを保護するた

め、剪定枝の持ち出しは天敵羽化後（５月中旬頃）とし、クリタマバチ羽化期（６月

下旬～７月上旬）まで殺虫剤の散布を控える。  

 また、抵抗性品種を栽植して、クリタマバチの被害を軽減する。  

 雑草対策については、マルチ（草生栽培）や機械除草により、除草剤使用回数を低

減する。 

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切な

施用 

1～3 t/10a 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照の

こと   

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照の

こと 

 

 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆抵抗性品種栽培・台木利用

技術 

◆マルチ栽培技術 

 ｶﾐｷﾘﾑｼ類､ｺｳﾓﾘｶﾞ､雑草 

 実炭疽病等 

ｸﾘﾀﾏﾊﾞﾁ 

 ｸﾘﾀﾏﾊﾞﾁ 

 

 ｶﾐｷﾘﾑｼ類､ｺｳﾓﾘｶﾞ､雑草 

その他の 

留意事項 

 

 

 

◆園内の土壌改善する部分（根域）への局所施用によって、総施用量が 

抑制できる。 

◆キクイムシ類については園内及び園周辺の倒木の除去を、カミキリムシ、

アブラムシ類、クスサンは卵のたたきつぶし、クリタマバチは枝せん定、

間縮伐を励行して、農薬使用回数を低減する。  
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 ５０ 温州ミカン                                                        

 土壌の物理性改善のため、たい肥等有機質資材を施用する。  

 施肥に際しては、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、根域への局所施肥を実施

する。 

 病害虫防除については、整枝・せん定・草刈り等、ミカン園の管理を適切に行って、

病害虫の多発を防ぐとともに、ゴマダラカミキリには微生物天敵、ハダニ類には天敵

を利用して、化学農薬使用回数を低減する。  

 除草については、マルチ利用や機械除草により除草剤使用回数を低減する。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切な

施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

1～3 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照の

こと 

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照の

こと 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

 

◆生物農薬利用技術 

 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 ﾐｶﾝﾊﾀﾞﾆ､そうか病､かいよ

う病等 

 ｺﾞﾏﾀﾞﾗｶﾐｷﾘ､ﾊﾀﾞﾆ類､ｱｻﾞﾐｳ

ﾏ類 

雑草 

その他の 

留意事項 

◆シルバーポリマルチ被覆は、全面被覆が望ましいが、処理面積はほ場  

面積の７０％以上でも良い。 
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  ５１ 麦類                                                                

 作付け予定ほ場には、家畜ふん尿たい肥等有機物資材を計画的に投入し、土壌の保

水性、透水性を高め、併せて緩効的な肥効を確保する。  

  施肥については、たい肥等に含まれる窒素成分を勘案するとともに、有機質肥料（た

い肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。また、

化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、側条施肥や中耕時に条施肥等

の局所施肥を実施したり、被覆肥料等の肥効調節型肥料を活用する。  

 播種前に温湯種子消毒を実施して、化学農薬使用回数を低減する。  

 雑草対策としては機械除草を基本として、除草剤使用回数を低減する。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切な

施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

◆河川敷、道路沿い等の雑草を刈り取り、たい肥化して 

施用 

1～2 t/10a 

 

 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆側条施肥等の局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料の施用  

p.75 を参照の

こと        

 

化学農薬 

低減技術 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照の

こと 

 

◆温湯種子消毒技術 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

 種子伝染性病害 

 雑草 

さび病、赤かび病等 

その他の 

留意事項 

 

◆家畜ふんたい肥等を施用したほ場では、植え付け時に濁水（肥料成分を

含む。）を排出しない管理を心がける。  

◆緑肥作物のすき込みをした場合には、還元障害を回避するよう管理する。 
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 ５２ レタス                                                              

  作付け予定ほ場には、定植の１０～２１日前までにたい肥等有機質資材を施用する。 

  施肥については、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、条施肥等の局所施肥を実

施したり、被覆肥料等の肥効調節型肥料を活用する。  

     アブラムシ類防除については、雑草防除を兼ねてシルバーマルチ等を被覆する。また、 

   育苗床では防虫ネットでトンネル被覆して、アブラムシ類、タバコガ類等の飛来を防ぐ。 

     オオタバコガの発生初期に生物農薬を散布して、化学農薬使用回数を低減する。 

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切

な施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

1～2 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆条施肥等の局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料の施用  

p.75 を参照のこ

と  

  

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照のこ

と 

 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆光利用技術 

◆被覆栽培技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 軟腐病、ﾖﾄｳﾑｼ等 

 ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ﾀﾊﾞｺｶﾞ類等 

 雑草 

その他の 

留意事項 
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 ５3 山ブキ                                                               

  土壌の物理性改善のため、たい肥等有機質資材を施用する。  

 施肥に際しては、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、根域への局所施肥を実施

する。 

     雑草対策については、マルチ利用や機械除草を行う。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切

な施用 

1～2 t/10a 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料の施用  

p.75 を参照のこ

と  

  

化学農薬 

低減技術 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照のこ

と 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

ﾊﾀﾞﾆ類等 

 雑草 

その他の 

留意事項 
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 ５４ サンショウ                                                        

  土壌の物理性改善のため、たい肥等有機質資材を施用する。  

 施肥に際しては、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、根域への局所施肥を実施

する。 

  雑草対策については、マルチ（草生栽培）や機械除草により、除草剤使用回数を低

減する。 

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切

な施用 

1～2 t/10a 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照のこ

と  

  

化学農薬 

低減技術 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照のこ

と 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 ｱｹﾞﾊ等（葉） 

 雑草 

その他の 

留意事項 
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 ５５ ブルーベリー                                                         

 土壌の物理性改善のためにたい肥等有機質資材の施用を行い、１１～１２月に施用

する。ブルーベリーは浅根性であるので、乾燥害を避けるため有機物による樹幹下マ

ルチで管理する。 

 施肥に際しては、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、根域への局所施肥を実施

する。 

 病害虫防除については、的確な発生予察に基づく病害虫防除で化学農薬使用回数を

低減する。イラガ類等の発生初期に生物農薬を利用する。 

 敷草等のマルチを敷くことにより雑草の発生を抑制するとともに、肥料成分の溶脱

を軽減する。 

 

 区  分          持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切

な施用 

  

0.5～3 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆局所施肥 

◆土壌診断に基づく適切な有機肥料施用  

 

p.75 を参照のこ

と  

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

         導入する個別技術      対象病害虫等 ･樹幹下ﾏﾙﾁ 

 樹 幹 下 厚 さ  

10cm 程度 
 

･ p.75 を 参 照  

のこと 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆マルチ栽培技術 

 

 

雑草 

灰色かび病等 

ｲﾗｶﾞ類等 

雑草 

 

 

その他の 

留意事項 

◆鳥害防止のためネットを活用する。  
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 ５６ ショウガ                                                          

  作付け予定ほ場には、定植の１０～２１日前までにたい肥等有機質資材を投入する。 

 施肥については、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、被覆肥料等の肥効調節型

肥料を活用する。 

 病害虫防除については、ハスモンヨトウやオオタバコガの発生初期に生物農薬を散

布して、化学農薬使用回数を低減する。また、露地の大規模栽培の場合には、黄色蛍

光灯の利用によりアワノメイガ等の被害軽減が、また、フェロモン剤の利用によりハ

スモンヨトウの被害軽減が可能である。ハウス栽培の場合は、害虫の飛来、侵入を抑

制するために、ハウスの出入り口・換気口等を完全に防虫ネットで被覆（0.6mm 目

合い）する。 

 除草については、機械除草や敷きわらによるマルチにより除草剤使用回数を低減す

る。 

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切

な施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

1～3 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照のこ

と  

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照のこ

と 

 

 

 

 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆光利用技術 

◆被覆栽培技術 

 

◆フェロモン剤利用技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 白星病等 

 ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ､ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 

 ｱﾜﾉﾒｲｶﾞ､ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ等 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ､ｵｵﾀﾊﾞｺ

ｶﾞ､ｱﾜﾉﾒｲｶﾞ 

 ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 

 雑草 

その他の 

留意事項 
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 ５７ アスパラガス                                                         

  土壌の物理性改善のため、たい肥等有機質資材を施用する。  

 施肥については、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、局所施肥を実施する。  

 病害虫防除については、ハスモンヨトウ、オオタバコガ、ヨトウガの発生初期に生

物農薬を散布し、化学農薬使用量を低減する。斑点病、さび病、茎疫病対策に、耐病

性品種を利用する。ハスモンヨトウ、オオタバコガに対しては、黄色蛍光灯の利用が

有効である。ハウス栽培では、コナジラミ類等の飛来を抑制するため被覆資材に近紫

外線カットフィルムを活用したり、ハウスの出入り口・換気口等を完全に防虫ネット

で被覆（0.4mm 目合い）する。さらに、ハモグリバエ類、コナジラミ類に対しては、

ハウス開口部の外側に、黄色粘着ロールを設置すると、内部への侵入量を減らすこと

ができる。また、マルチ栽培や雨除け栽培により茎枯病の発生を抑制し、化学農薬使

用回数を低減する。 

 雑草対策については、マルチ栽培により除草剤使用回数を低減する。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切

な施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

1～4 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照のこ

と  

     

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照のこ

と 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆抵抗性品種栽培・台木利用

技術 

◆光利用技術 

 

◆被覆栽培技術 

 

◆マルチ栽培技術 

斑点病､茎枯病､ｱｻﾞﾐｳﾏ類等 

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ､ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ､ﾖﾄｳｶﾞ 

 斑点病､さび病､茎疫病 

 

 ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ､ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ､ｱﾌﾞﾗﾑｼ

類､ｱｻﾞﾐｳﾏ類､ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 

 茎枯病､ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ｱｻﾞﾐｳﾏ

類､ｺﾅｼﾞﾗﾐ類等 

 茎枯病､雑草 

その他の 

留意事項 
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 ５８ セリ                                                               

  作付け予定ほ場には、定植の１０～２１日前までにたい肥等有機質資材を投入する。 

 施肥については、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、被覆肥料等の肥効調節型

肥料を活用する。 

  アブラムシ類対策として生物農薬を散布し、化学農薬使用回数を低減する。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切

な施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

1～2 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料の施用  

p.75 を参照のこ

と  

 

化学農薬 

低減技術 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照のこ

と ◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

 ﾊﾀﾞﾆ類等 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

その他の 

留意事項 
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 ５９ セロリ                                                                

  作付け予定ほ場には、定植の１０～２１日前までにたい肥等有機質資材を投入する。 

 施肥については、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、被覆肥料等の肥効調節型

肥料を活用する。 

 病害虫防除については、アブラムシ類やヨトウガの発生初期に生物農薬を散布し、

化学農薬使用回数を低減する。 

 ハウス栽培では、ハモグリバエ類等の飛来、侵入を抑制するために、被覆資材に近

紫外線カットフィルムを活用したり、ハウスの出入り口・換気口等を完全に防虫ネッ

トで被覆（0.6mm 目合い）する。さらに、ハモグリバエ類、アブラムシ類に対しては

ハウス開口部の外側に、黄色粘着ロールを設置すると、内部への侵入量を減らすこと

ができる。 

また、ハウスの太陽熱土壌消毒や土壌還元消毒は、葉枯病対策として有効である。  

 雑草対策については、マルチ栽培や機械除草により、除草剤使用回数を低減する。  

  

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切な

施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

2～4 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照の

こと 

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照の

こと 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆土壌還元消毒技術 

◆熱利用土壌消毒技術 

◆光利用技術 

◆被覆栽培技術 

  

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 ﾊﾀﾞﾆ類等 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ﾖﾄｳｶﾞ 

 葉枯病 

 葉枯病 

 ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類､ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類､ﾖﾄｳ

ｶﾞ 

 雑草 

その他の 

留意事項 
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 ６０ ツルムラサキ                                                       

  作付け予定ほ場には、定植の１０～２１日前までにたい肥等有機質資材を投入する。 

 施肥については、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、被覆肥料等の肥効調節型

肥料を活用する。 

  病害虫防除については、ヨトウガやハスモンヨトウの発生初期に生物農薬を散布し、

化学農薬使用回数を低減する。 

 ハウス栽培では、アブラムシ類等の飛来、侵入を抑制するために、被覆資材に近紫

外線カットフィルムを活用したり、ハウスの出入り口・換気口等を完全に防虫ネット

で被覆（0.6mm 目合い）する。 

 また、ハウスの太陽熱土壌消は、ネコブセンチュウ対策として有効である。  

 雑草対策については、マルチ栽培や機械除草により、除草剤使用回数を低減する。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切な

施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

2～4 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照の

こと 

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照の

こと 

 

 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆熱利用土壌消毒技術 

◆光利用技術 

◆被覆栽培技術 

◆マルチ栽培技術 

雑草 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類等 

ﾖﾄｳｶﾞ､ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 

ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ﾖﾄｳｶﾞ､ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 

雑草 

その他の 

留意事項 
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 ６１ ニラ                                                               

  作付け予定ほ場には、定植の１０～２１日前までにたい肥等有機質資材を投入する。 

 施肥については、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、被覆肥料等の肥効調節型

肥料を活用する。 

 病害虫防除については、ハスモンヨトウやヨトウガ、アブラムシ類の発生初期に生

物農薬を散布し、化学農薬使用回数を低減する。  

 ハウス栽培では、ネギアザミウマ等の飛来、侵入を抑制するために、被覆資材に近

紫外線カットフィルムを活用したり、ハウスの出入り口・換気口等を完全に防虫ネッ

トで被覆（0.4mm 目合い）する。さらに、ネギハモグリバエ、アブラムシ類に対して

はハウス開口部の外側に、黄色粘着ロールを設置すると、内部への侵入量を減らすこ

とができる。 

また、ハウスの太陽熱土壌消毒や土壌還元消毒は、ネグサレセンチュウ等の対策とし

て有効である。 

 雑草対策については、マルチ栽培や機械除草により、除草剤使用回数を低減する。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切

な施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

1～4 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照のこ

と  

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照のこ

と 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆土壌還元消毒技術 

◆熱利用土壌消毒技術 

◆光利用技術 

 

◆被覆栽培技術 

 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 ｱｻﾞﾐｳﾏ類等 

 ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ､ﾖﾄｳｶﾞ､ｱﾌﾞﾗﾑｼ類  

 ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 

 黒腐菌核病､ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ､ﾈｷﾞ

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ､ﾈｷﾞ

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 

 雑草 

その他の 

留意事項 
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６２ モロヘイヤ                                                          

  作付け予定ほ場には、定植の１０～２１日前までにたい肥等有機質資材を投入する。 

 施肥については、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、被覆肥料等の肥効調節型

肥料を活用する。 

 病害虫防除については、アブラムシ類の発生初期に生物農薬を散布し、化学農薬使

用回数を低減する。 

 ハウス栽培では、アブラムシ類やアザミウマ等の飛来、侵入を抑制するために、被

覆資材に近紫外線カットフィルムを活用したり、ハウスの出入り口・換気口等を完全

に防虫ネットで被覆（0.6mm 目合い）する。また、ハウスの太陽熱土壌消毒は、ネコ

ブセンチュウ対策として有効である。  

 雑草対策については、マルチ栽培や機械除草により、除草剤使用回数を低減する。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切

な施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

1～4 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照のこ

と   

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照のこ

と 

 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆熱利用土壌消毒技術 

◆被覆栽培技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 ｱｻﾞﾐｳﾏ類等 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

 ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ｱｻﾞﾐｳﾏ類 

 雑草 

その他の 

留意事項 
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６３ ミツバ                                                             

  作付け予定ほ場には、定植の１０～２１日前までにたい肥等有機質資材を投入する。 

 施肥については、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、被覆肥料等の肥効調節型

肥料を活用する。 

 病害虫防除については、ハウス栽培では、アブラムシ類等の飛来、侵入を抑制する

ために、ハウスの出入り口・換気口等を完全に防虫ネットで被覆（0.6mm 目合い）す

る。 また、ハウスの太陽熱土壌消毒は、立枯病やセンチュウ類の防除対策として有

効である。 

 雑草対策については、マルチ栽培や機械除草により、除草剤使用回数を低減する。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切

な施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

1～4 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照のこ

と   

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照のこ

と 

 

 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆熱利用土壌消毒技術  

◆被覆栽培技術 

 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 ﾊﾀﾞﾆ類､ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ等 

 立枯病､ﾈｺﾌﾞ･ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ､ﾖﾄｳｶﾞ､

ｷｱｹﾞﾊ 

 雑草 

その他の 

留意事項 
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６４ シソ                                                            

  作付け予定ほ場には、定植の１０～２１日前までにたい肥等有機質資材を投入する。 

 施肥については、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、被覆肥料等の肥効調節型

肥料を活用する。 

  病害虫防除については、ハスモンヨトウ、ヨトウガの発生初期に生物農薬を散布し、

化学農薬使用回数を低減する。ハウス栽培では、コナジラミ類等の飛来、侵入を抑制

するために、被覆資材に近紫外線カットフィルムを活用したり、ハウスの出入り口・

換気口等を完全に防虫ネットで被覆（0.4mm 目合い）する。さらに、コナジラミ類、

アブラムシ類に対してはハウス開口部の外側に、黄色粘着ロールを設置すると、内部

への侵入量を減らすことができる。  

 また、ハウスの太陽熱土壌消毒は、斑点病やネコブセンチュウの防除対策として有

効である。 

 雑草対策については、マルチ栽培や機械除草により、除草剤使用回数を低減する。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切

な施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

1～2 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照のこ

と  

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照のこ

と 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆熱利用土壌消毒技術 

◆光利用技術 

 

◆被覆栽培技術 

 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 ｻﾋﾞﾀﾞﾆ類､ﾁｬﾉﾎｺﾘﾀﾞﾆ等 

 ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ､ﾖﾄｳｶﾞ 

 斑点病､ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ｱｻﾞﾐｳﾏ類､ｺﾅｼﾞﾗ

ﾐ類 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ｱｻﾞﾐｳﾏ類､ｺﾅｼﾞﾗ

ﾐ類､ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ､ﾖﾄｳｶﾞ 

  雑草 

その他の 

留意事項 
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６５ オクラ                                                            

  作付け予定ほ場には、定植の１０～２１日前までにたい肥等有機質資材を投入する。 

 施肥については、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、被覆肥料等の肥効調節型

肥料を活用する。 

  アブラムシ類防除については、雑草防除を兼ねてシルバーマルチを被覆することに

より化学農薬使用回数を低減する。  

  病害虫防除については、ハスモンヨトウ、オオタバコガ、ヨトウガの発生初期に生

物農薬を散布し、化学農薬使用回数を低減する。ハウス栽培では、アブラムシ類、ア

ザミウマ類等の飛来、侵入を抑制するために、被覆資材に近紫外線カットフィルムを

活用したり、ハウスの出入り口・換気口等を完全に防虫ネットで被覆（0.6mm 目合い）

する。 

 また、ハウスの太陽熱土壌消毒や土壌還元消毒は、苗立枯病や疫病、センチュウ類

の防除対策として有効である。 

 雑草対策については、マルチ栽培や機械除草により、除草剤使用回数を低減する。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切

な施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

1～3 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照のこ

と  

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照のこ

と 

 

 

 

 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆土壌還元消毒技術 

◆熱利用土壌消毒技術 

◆光利用技術 

◆被覆栽培技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 うどんこ病､灰色かび病等 

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ､ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ､ﾖﾄｳｶﾞ 

  苗立枯病､疫病､ﾈｺﾌﾞ･ﾈｸﾞｻ

ﾚｾﾝﾁｭｳ 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ｱｻﾞﾐｳﾏ類 

雑草 

その他の 

留意事項 
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６６ トウモロコシ                                                       

  作付け予定ほ場には、定植の１０～２１日前までにたい肥等有機質資材を投入する。 

 施肥については、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、被覆肥料等の肥効調節型

肥料を活用する。 

  病害虫防除については、アワヨトウ、オオタバコガの発生初期に、生物農薬を散布

し、化学農薬使用回数を低減する。ハウス栽培では、害虫の飛来、侵入を抑制するた

めに、ハウスの出入り口・換気口等を完全に防虫ネットで被覆（0.6mm 目合い）す

る。なお、連作ハウスの場合は、収穫終了後の太陽熱土壌消毒の実施により、さび病

及び苗立枯病の発生の軽減が可能である。  

雑草対策については、マルチ活用、機械除草により除草剤使用回数を低減する。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切

な施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

1～3 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照のこ

と  

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照のこ

と 

 

 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆熱利用土壌消毒技術    

◆被覆栽培技術 

 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 ﾑｷﾞｸﾋﾞﾚｱﾌﾞﾗﾑｼ等 

 ｱﾜﾉﾒｲｶﾞ､ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 

 さび病､苗立枯病 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ｱﾜﾉﾒｲｶﾞ､ｱﾜﾖﾄｳ､

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 

 雑草 

その他の 

留意事項 

 

 



 - 69 - 

６７ 胡麻                                                                

  作付け予定ほ場には、たい肥等有機質資材を計画的に投入し、土壌の保水性、透水

性を高め、併せて緩効的な肥効を確保する。  

 施肥については、たい肥等に含まれる窒素成分を勘案するとともに、有機質肥料（た

い肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。また、

化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、被覆肥料等の肥効調節型肥料

を活用する。 

  機械除草及びマルチ栽培により、雑草の繁茂を抑制する。 

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切

な施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

1～2 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照のこ

と  

 

化学農薬 

低減技術 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照のこ

と 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類等 

雑草 

その他の 

留意事項 
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 ６８ ソバ                                                       

  作付け予定ほ場には、たい肥等有機質資材を計画的に投入し、土壌の保水性、透水

性を高め、併せて緩効的な肥効を確保する。  

 施肥については、たい肥等に含まれる窒素成分を勘案するとともに、有機質肥料（た

い肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。また、

化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、被覆肥料等の肥効調節型肥料

を活用する。 

  ハスモンヨトウの発生に注意し、発生初期に生物農薬を散布する。また、大規模集

団栽培においては、フェロモン剤の利用も有効である。  

  雑草対策は機械除草を基本として、除草剤使用回数を低減する。  

 

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切

な施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

1～2 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料の施用  

p.75 を参照の

こと 

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照の

こと 

 

 

◆機械除草技術 

◆生物農薬利用技術 

◆フェロモン剤利用技術 

 雑草 

 ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 

 ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 

その他の   

留意事項 
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 ６９ キウイフルーツ                                                            

 土壌の物理性改善のため、たい肥等有機質資材を施用する。  

 施肥に際しては、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、根域への局所施肥を実施

する。 

 病害虫防除については、整枝・せん定・草刈り等園の管理を適切に行って、病害虫

の多発を防ぎ、化学農薬使用回数を低減する。  

 雑草対策については、マルチ（草生栽培）や機械除草により、除草剤使用回数を低

減する。 

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切

な施用 

1～2 t/10a 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照のこ

と  

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照のこ

と 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆被覆栽培技術技術 

◆マルチ栽培技術 

 雑草 

 花腐細菌病等 

 ﾊﾏｷﾑｼ類､ｹﾑｼ類 

 ｶﾒﾑｼ類､果実軟腐病 

 雑草 

その他の 

留意事項 

◆園内の土壌改善する部分（根域）への局所施用によって、総施用量が  

抑制できる。 
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 ７０ ユリ                                                              

  作付け予定ほ場は、遅くとも定植の１か月前までにたい肥等有機質資材を投入する。 

  施肥については、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、条施肥等の局所施肥を実

施したり、肥効調節型肥料を活用する。  

  病害虫防除については、アザミウマ類の拡大や雑草を抑えるため、シルバーストラ

イプマルチ等を被覆し、化学農薬使用回数を低減する。  

 黄色蛍光灯を設置して、タバコガ類等夜ガ類の被害を軽減する。  

  土壌伝染性病害の発生が問題となる場合は、蒸気等を利用した土壌消毒を行う。 

 露地栽培でタバコガ類等の侵入を防ぐ場合には、目合い４mm 以下のネットで被覆を

行う。 

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切な

施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

2～4 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆条施肥等の局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照の

こと 

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照の

こと 

 

 

 

 

 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆熱利用土壌消毒技術 

◆光利用技術 

◆被覆栽培技術 

 

◆マルチ栽培技術 

 ﾊﾀﾞﾆ類､うどんこ病等 

土壌伝染性病害 

 ｺﾅｼﾞﾗﾐ類､ｱﾌﾞﾗﾑｼ類等 

 ｱｻﾞﾐｳﾏ類､ﾖﾄｳｶﾞ､ﾀﾊﾞｺｶﾞ類

等 

 雑草 

その他の 

留意事項 

 

 

 

 

 



 - 73 - 

 ７１ 食用桑（葉）     

  作付け予定ほ場は、遅くとも定植の１か月前までにたい肥等有機質資材を投入する。 

  施肥については、たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料

（たい肥その他の特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。ま

た、化学肥料の施用の合理化と省力化を同時に進めるため、条施肥等の局所施肥を実

施したり、肥効調節型肥料を活用する。  

 雑草対策については、機械除草やマルチ（草生栽培）により、除草剤使用回数を低

減する。 

 

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切な

施用 

 

1～2 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆条施肥等の局所施肥 

◆肥効調節型肥料の施用 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

p.75 を参照の

こと 

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照の

こと 

 

 

◆機械除草技術 

◆マルチ栽培技術 

（草生栽培を含む） 

 雑草 

雑草 

 

その他の 

留意事項 
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 ７２ ラディッシュ（ハツカダイコン） 

  たい肥等に含まれる窒素成分等を勘案するとともに、有機質肥料（たい肥その他の

特殊肥料を含む。）を活用して、化学肥料の施用量を削減する。また、条施肥等の局

所施肥を実施する。 

  病害虫防除については、アブラムシ類やコナガ等の害虫の飛来を防ぐため、防虫ネ

ットで被覆することにより化学農薬使用回数を低減する。また、コナガ、アオムシ等

の発生初期に生物農薬を利用し、化学農薬使用回数を低減する。  

 ハウスでは天井部を近紫外線カットフィルムで覆い、施設内部へのキスジノミハム

シ、ハモグリバエ類の侵入を防ぐ。また、サイド等開口部を防虫ネット（0.8mm 目合

い）で被覆することにより、キスジノミハムシ等害虫の侵入を防ぎ、化学農薬使用回

数を低減する。 

  雑草対策としては、機械除草により除草剤使用回数を減らす。  

 

区  分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有機質資材 

施用技術 

 

◆土壌診断に基づく家畜ふんたい肥等有機質資材の適切

な施用 

◆土壌診断に基づくイネ科等の緑肥作物のすき込み  

1～2 t/10a 

 

 

化学肥料 

低減技術 

 

◆条施肥等の局所施肥 

◆土壌診断に基づく適切な有機質肥料施用  

 

p.75 を参照のこ

と 

 

化学農薬 

低減技術 

 

 

 

 

 

 

導入する個別技術 対象病害虫等 p.75 を参照のこ

と 

 

 

 

 

 

 

◆機械除草技術 

◆天然物質由来農薬利用技術 

◆生物農薬利用技術 

◆熱利用土壌消毒技術 

◆光利用技術 

 

◆被覆栽培技術  

 雑草 

 ｺﾅｶﾞ､ｱｵﾑｼ等 

ｺﾅｶﾞ､ｱｵﾑｼ等 

 立枯病 

 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ｷｽｼﾞﾉﾐﾊﾑｼ､ﾊﾓｸﾞ

ﾘﾊﾞｴ類 

 ｺﾅｶﾞ､ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ｷｽｼﾞﾉﾐﾊﾑｼ 

その他の 

留意事項 

◆たい肥施用や緑肥作付けを行った場合は、すき込み後の追熟、腐熟を  

促す｡ 
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＜参考＞ 
 

◆ 化学肥料低減技術における使用の目安について 

  京都府慣行レベルに示す化学肥料由来窒素成分量から「３割以上減少させた量」とする。 
 

◆ 化学農薬低減技術における使用の目安について 

  京都府慣行レベルに示す化学合成農薬使用量から「有意に減少させた量」とする。  

 

◆ 天然物質由来農薬利用技術について 

  有機農産物の日本農林規格（平成 17 年 10 月 27 日農林水産省告示第 1605 号）別表２に

掲げる農薬（有効成分が化学的に合成されていないものに限る。）を利用する技術をいう。 

 有効成分が化学的に合成されていない農薬とは、有効成分が全て天然物質又は化学的処

理を行っていない天然物質に由来する農薬をいう。  

 本技術は、農薬を利用するため、農薬取締法を遵守した使用が行われるよう十分留意す

るとともに、利用する農薬については有効成分が化学的に合成されていないものであるこ

とを製造メーカーへの問い合わせ等により確認する必要がある。 
 

◆ 土壌還元消毒技術について 

 下表のとおり、土壌還元消毒技術は、特定作物の特定病害虫で効果が報告されているこ

とから、利用に際しては留意すること。  

 なお、生物的土壌くん蒸技術（バイオフューミゲーション）は、「アブラナ科などの植

物のすき込み」を行った上で土壌還元消毒を行うものであるため、「土壌還元消毒技術」

として取り扱う。 

 

・土壌還元消毒 

 

作目 

 

 

病害 

 

活用する資材  

文献 

 

フスマ 

 

糖蜜 

 

低エタノ

ール 

トマト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青枯病 

 

 

 

△ 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

竹内妙子 土壌伝染病談話会レポ

ート 22:13-21(2004); 日本植物病

理學會報 69(1), 78, （2003.02 講

要）   

萎凋病 

 

 

△ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

門馬・小原  日本植物病理学会

(2011.03 講要); 日本植物病理學

會報 69(1), 78, （2003.02 講要） 

根腐萎凋病 ○ 

 

 

 

 

 

竹内妙子 土壌伝染病談話会レポ

ート 22:13-21(2004) 

褐色根腐病 ◎ 

 

 

 

 

 

竹内妙子 土壌伝染病談話会レポ

ート 22:13-21(2004) 

半身萎凋病 ◎ 

 

 

 

 

 

竹内妙子 土壌伝染病談話会レポ

ート 22:13-21(2004) 

センチュウ類 △ 

 

- 

 

 

 

竹内妙子 土壌伝染病談話会レポ

ート 22:13-21(2004) 

イチゴ 萎黄病 ○ - ○ 米本ら日本植物病理学会(2011.03
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講 要 ); 日 本 植 物 病 理 學 會 報 

69(1), 78, （2003.02 講要） 

ホウレン

ソウ 

 

萎凋病 

 

 

○ 

 

 

- 

 

 

○ 

 

 

渡 辺 ・ 浅 野 日 本 植 物 病 理 学 会

(2010.09 講要); 日本植物病理學

會報 69(1), 78, （2003.02 講要） 

ナス 

 

半身萎凋病 ● 

 

○ 

 

 

 

日本植物病理學會報  69(1), 78, 

（2003.02 講要） 

エンドウ 萎凋病 

 

○ 

 

 

 

 

 

愛知農総試研報 37:15-110(2005) 

メロン 

 

つる割病 

 

△ 

 

 

 

 

 

茨城県農業総合センター園芸研究

所研究報告 12:23-27(2004) 

キュウリ 

 

 

 

 

ホモプシス 

根腐病 

 

 

 

 

○ 

 

牛尾ら 土壌肥料学会(2010.09 講

要） 

 

ネコブ 

センチュウ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

北ら 日本植物病理学会(2011.03

講要); 中村ら 園芸学研究 9(別

２）:192 

ダイコン ネグサレ 

センチュウ 

 

 

 

 

○ 

 

植草ら  関東東山病害虫研究会

(2011.02 講要) 

凡例） ◎効果が高い、○効果有り、△効果低いが使える、●効果はあるが、実証が必要  

 

※活用実績のあるもの 

作目 病害 

トウガラシ 青枯病、疫病 

ピーマン 青枯病、疫病 

トルコギキョウ 青枯病 

 

 

・生物的土壌くん蒸技術（バイオフューミゲーション） 

作目 病害 文献 

ホウレン 

ソウ 

萎凋病 

 

植物防疫 64:7-11(2010); 関西病虫害研報(53):83-85(2011) 

 

ナス 青枯病 四国植物防疫研究 43:54-55(2008) 

トマト 萎凋病 日植病報 73(1):63-64（講要） 
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第２ 持続性の高い農業生産方式の導入の促進を図るための措置に関する事項 

 

 １ 土壌診断の励行 

たい肥等の有機質資材の施用や、有機質肥料や化学肥料の適正施肥を行うには、土壌

診断を実施することが不可欠である。これから作物を栽培しようとする土壌の理化学

性を把握し、適当な施用資材を選択し適正な施用量を明らかにすることが、土壌環境

の改善及び環境負荷の低減につながる。  

土壌診断を実施するため、各農業改良普及センターには、土壌分析施設が整備されて

いる。 

持続性の高い農業生産方式の導入に当たっては、このような土壌診断体制の積極的な

活用を図るとともに、資材の施用量等の決定に関し、普及指導員等から診断結果を踏

まえたアドバイスを受け、土壌環境の改善と施肥の合理化に努めることとする。  

 

 ２ 適切な施用資材の選択と効率的な施用法の実施 

有機質肥料（たい肥その他の特殊肥料を含む）や肥効調節型肥料の利用に当たっては、

肥料成分量や肥効発現速度の異なるものが多数流通しているため、栽培する農作物の

吸肥特性に合致した肥料の適切な選択が行われる必要がある。なお、有機質肥料には、

油粕等の植物質肥料、魚かす等の動物質肥料が含まれ、肥効調節型肥料には、普通肥

料のうちアセトアルデヒド縮合尿素、イソブチルアルデヒド縮合尿素、オキサミド、

被覆加里肥料、被覆窒素肥料、被覆複合肥料、ホルムアルデヒド加工尿素、硫酸グア

ニル尿素、これらの肥料の１種類以上が原料として配合されるもの又は土壌中におけ

る硝酸化成を 抑制する材料が使用されたものを含んでいる。  

また、肥料利用率を高めるためには、農作物の栽培様式に応じた的確な位置、時期に

施肥を行うことが大切である。 

持続性の高い農業生産方式を導入しようとする農業者は、最寄りの農業改良普及セン

ター、ＪＡ等のアドバイスを受け施肥の合理化に努めることとする。 

 

 ３ 発生予察に基づく的確な防除の実施    

持続性の高い農業生産方式に取り組む農業者は、要防除水準を適切に設定できるよ

う、京都府病害虫防除所からの予察情報等を有効に活用するとともに、それに基づく

天敵農薬等による防除の効果的な実施に関し、普及指導員、病害虫防除所職員等によ

る巡回指導を活用する等適宜アドバイスを受けることが重要である。  
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第３ その他必要な事項 

 

 １ 土壌の性質の合理的な改善 

土壌は、農作物の栽培期間を通じて水分や肥料成分を適切に供給し、併せて根の活

動を維持するため酸素供給も行う。土壌のこれらの機能を整えるために、保肥力を向

上させたり、透水性や通気性、保水性、土壌硬度等の物理的な性質や、土壌酸度や養

分バランス等の化学的な性質、微生物の多様性といった生物的な性質について、総合

的に向上させる土づくりが必要である。  

土づくりを行うには、たい肥の施用や緑肥作物、稲わら等収穫残さのすき込み等々

を実施し、必要に応じて土づくり肥料及び土壌改良材の施用を行う。なお、たい肥を

連用する場合は、含有する肥料成分量を考慮して施肥量を調整する必要がある。また、

ほ場の排水性を確保する暗きょ等の施工や作土層の拡大のための深耕が必要である。 

なお、地力増進地域において地力増進対策指針が定められている場合にあっては、

持続性の高い農業生産方式に取り組む農業者は、同対策指針の内容に即した改善策を

行うことが必要である。  

 

  ２ 地域での集団的な取組 

持続性の高い農業生産方式に地域全体で取り組むことにより、フェロモン剤を利用

する防除等の効果を効率的に得たり、たい肥等の運搬・散布等の作業の省力化等が図

れることから、持続性の高い農業生産方式を導入する場合は、集落内の営農者やＪＡ、

農業改良普及センター等と相談するなど、極力集団で取り組むことが重要である。  

 

  ３ 関係補助事業の積極的な活用 

持続性の高い農業生産方式に地域全体で取り組む場合は、農業改良普及センターに

よる濃密指導や実証ほの設置等による技術の確立、たい肥舎等の共同利用施設の建設

による生産条件の整備等を推進することが重要となることから、これらを総合的に実

施するため、必要に応じて関係補助事業を積極的に活用することが適当である。 

 

 ４ 必要な機械・資材等及び資金の調達 

持続性の高い農業生産方式の導入には、新たな営農用機械や資材等を整備する必要

が生ずることがある。これらの農業機械、資材は、慣行の生産方式の実施に用いるも

のと比較して、高価であるだけでなく、その利用に関しても高度な技術が要求される

ものであることから、個々の農業者の経営内容や技術水準を見極めつつ、導入を行う

ことが肝要である。 

また、これらの農業機械、資材等を整備する場合には、取組の初期段階における経

営的な負担の軽減を図る観点から、必要に応じ、無利子貸付資金である農業改良資金

等の制度資金を積極的に活用することが適当である。  

 

                                                                  


